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号
）

第
三
編
　
　
刑
　
　
罰

　
第
一
章
刑
罰
の
性
質

　
　
第
一
節
自
然
人
に
適
用
さ
れ
る
刑

　
　
第
二
節
法
人
に
適
用
さ
れ
る
刑

　
第
二
章
　
刑
の
執
行
制
度

　　第　　　　　第
第第二　　　第第一
二一節第第第二一節

（
以
上
、
三
一
巻
二
号
）

　
　
第
二
款
の
二

　
　
第
三
款

　
　
第
四
款

　
　
第
五
款

　
　
第
六
款

　
第
三
節

第
三
章
　
刑
の
終
了
お
よ
び
有
罪
判
決
の
消
滅

一
般
規
定

　
犯
罪
の
競
合
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
刑

　
累
犯
に
適
用
さ
れ
る
刑

　
自
然
人

　
法
人
（
以
上
、
三
一
巻
三
号
）

　
刑
の
言
渡
し

刑
の
人
的
個
別
化
の
態
様

　
半
自
由

　
刑
の
分
割

　
　
　
保
安
制
度

　
単
純
執
行
猶
予

　
保
護
観
察
付
き
執
行
猶
予
（
以
上
、
本
号
）

　
公
益
奉
仕
労
働
を
行
う
義
務
に
伴
う
執
行
猶
予

　
刑
の
免
除
お
よ
び
宣
告
猶
予

刑
の
加
重
を
も
た
ら
す
一
定
の
事
情
の
定
義

第
三
編

刑

罰

第
二
章
　
刑
の
執
行
制
度
q
D

　
　
　
〔
第
一
三
二
－
一
六
条

　
裁
判
官
が
言
渡
さ
ね
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
く
、

に
付
加
さ
れ
て
い
た
付
加
刑
の
削
除
を
確
認
し
て
、

明
ら
か
に
言
渡
し
た
の
で
な
い
場
合
に
は
、

と
が
で
き
な
い
と
規
定
す
る
。

の
で
き
る
刑
は
、

あ
る
と
い
う
原
理
を
一
般
化
し
た
。

　
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
付
加
刑
の
削
除
が
、
有
罪
判
決
か

ら
生
じ
う
る
も
の
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
そ
の
う
ち
の
大
部
分
が
明
ら
か
に

本
当
の
意
味
で
の
刑
罰
で
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
禁
止
、
権
利
制
限
ま
た
は
資

格
制
限
に
留
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
取
扱
い
の
問
題
を
提
起
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
処
分
の
取
消
要
件
に
は
っ
き

り
か
か
わ
る
第
＝
三
－
二
〇
条
の
審
議
の
際
に
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　
本
委
員
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し
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一
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〇
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〔
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－
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重
罪
事
件
に
お
け
る
刑
の
下
限
〕
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法
案
は
、
軽
減
事
情
の
概
念
を
削
除
し
な
が
ら
も
、
重
罪
事
件
に
お
い
て
、

第
一
節

　
第
二
款

　
　
第
3

一
〇
六

一
般
規
定

累
犯
に
適
用
さ
れ
る
刑

刑
の
言
渡
し

　
　
　
　
　
　
　
裁
判
所
の
言
渡
し
た
刑
の
み
の
適
用
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
罪
判
決
に
当
然
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条
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、
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所
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
か
な
る
刑
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適
用
す
る
こ
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ら
に
本
条
は
、
裁
判
所
が
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す
こ
と
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が
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刑
法
典
第
四
六
三
条
第
一
項
か
ら
生
じ
る
「
刑
の
下
限
（
需
ぎ
窃
－

巳
き
魯
R
ω
）
」
を
維
持
し
た
。
確
か
に
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
規
則
は

か
な
り
柔
軟
な
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
重
罪
が
無
期
刑
で
罰
せ
ら

れ
う
る
と
き
に
は
、
刑
を
最
低
で
二
年
の
軽
罪
拘
禁
刑
に
ま
で
軽
減
す
る

こ
と
が
で
き
、
有
期
の
懲
役
ま
た
は
禁
鋼
の
場
合
に
は
、
最
低
で
一
年
の

軽
罪
拘
禁
刑
に
ま
で
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

重
罪
法
院
は
、
有
罪
の
言
渡
し
を
受
け
た
者
が
必
要
と
さ
れ
る
条
件
を
満

た
す
場
合
に
軽
罪
の
拘
禁
刑
を
選
択
し
た
と
き
に
は
、
こ
れ
に
単
純
執
行

猶
予
ま
た
は
保
護
観
察
付
き
執
行
猶
予
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
刑
の
個
別
化
の
可
能
性
が
こ
う
し
て
極
端
に
拡
大
さ
れ
て
も
、
重
罪
事

件
に
つ
い
て
刑
の
下
限
を
設
け
る
か
ど
う
か
問
題
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
本
法
案
は
軽
罪
事
件
に
つ
い
て
刑
の
下
限
を
廃
止
し
た
。

　
こ
こ
で
、
一
八
一
〇
年
以
来
、
軽
減
事
情
に
つ
い
て
立
法
の
著
し
い
進

展
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
八
二
四
年
か
ら
一
九

六
〇
年
ま
で
は
、
重
罪
法
院
が
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
刑
の
軽
減
事
情

を
認
め
る
権
限
は
、
十
分
な
軽
減
事
情
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

陪
審
が
と
き
に
は
無
罪
を
言
渡
し
た
ほ
ど
、
厳
密
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。

重
罪
法
院
が
軽
減
事
情
を
認
め
る
権
限
を
著
し
く
拡
大
し
た
の
は
、
一
九

六
〇
年
六
月
四
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
第
五
二
九
号
で
あ
る
。

　
つ
い
で
、
一
九
八
一
年
二
月
二
日
の
法
律
は
、
人
身
お
よ
び
財
産
に
対

す
る
暴
力
に
よ
る
攻
撃
を
内
容
と
す
る
犯
罪
の
累
犯
に
つ
い
て
「
刑
の
下

限
」
を
設
け
た
が
、
き
わ
め
て
批
判
を
多
か
っ
た
こ
の
規
定
は
、
一
九
八

三
年
六
月
一
〇
日
の
法
律
で
廃
止
さ
れ
た
。

　
現
行
法
は
、
民
衆
陪
審
の
最
高
権
限
に
制
限
を
設
け
つ
つ
も
、
民
衆
陪

審
が
本
当
の
意
味
で
の
刑
の
個
別
化
を
確
保
す
る
こ
と
を
許
し
て
い
る
と

言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
元
老
院
は
、
現
行
の
刑
の
下
限
が
本
法
案
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
不
十
分
だ
と
考
え
た
。
し
た
が
っ
て
、
元
老
院
は
、
犯
罪
が

無
期
刑
で
罰
せ
ら
れ
る
と
き
に
は
、
言
渡
す
こ
と
の
で
き
る
刑
の
下
限
を

二
年
か
ら
三
年
に
引
き
上
げ
、
有
期
の
懲
役
ま
た
は
禁
鋼
が
科
さ
れ
て
い

る
と
き
に
は
、
下
限
を
一
年
か
ら
二
年
に
引
き
上
げ
た
。

　
現
行
の
個
別
化
の
可
能
性
を
狭
め
る
の
は
ま
っ
た
く
適
当
で
な
い
と
考

え
、
本
報
告
者
は
、
本
法
案
原
案
に
定
め
る
下
限
を
取
り
入
れ
る
二
つ
の

修
正
案
を
提
示
し
た
。
本
委
員
会
は
、
こ
れ
ら
の
修
正
案
を
採
択
し
た
（
修

正
案
第
九
七
号
お
よ
び
第
九
八
号
）
。

一
〇
八
〔
第
一
三
二
－
一
八
条
　
執
行
猶
予
を
伴
わ
な
い
四
カ
月
以
下
の

拘
禁
刑
に
つ
い
て
の
特
別
の
理
由
付
記
〕
　
1
第
二
三
丁
一
八
条
第
一

項
は
、
犯
罪
が
拘
禁
刑
で
罰
せ
ら
れ
る
と
き
に
は
、
裁
判
所
が
法
定
刑
を

下
回
る
拘
禁
刑
を
言
渡
す
こ
と
で
き
る
と
規
定
す
る
。
さ
ら
に
、
裁
判
官

が
言
渡
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
受
理
し
た
犯
罪
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
刑

の
う
ち
の
ひ
と
つ
に
限
ら
れ
る
と
第
一
三
二
－
一
六
条
が
規
定
し
た
こ
と

を
思
い
出
そ
う
。
す
な
わ
ち
た
と
え
ば
、
拘
禁
刑
お
よ
び
罰
金
で
罰
せ
ら

れ
る
軽
罪
の
場
合
に
、
裁
判
官
は
罰
金
の
み
を
言
渡
す
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。

　
軽
罪
事
件
の
裁
判
官
に
与
え
ら
れ
た
刑
の
個
別
化
の
可
能
性
は
、
し
た

が
っ
て
、
現
在
軽
減
事
情
を
用
い
る
場
合
と
同
じ
く
、
実
際
上
、
無
制
限

と
な
る
。
法
律
に
拘
禁
刑
お
よ
び
罰
金
ま
た
は
い
ず
れ
か
ひ
と
つ
を
定
め

て
い
る
場
合
に
は
、
刑
法
典
第
四
六
三
条
（
第
二
項
な
い
し
第
五
項
）
を
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適
用
す
れ
ば
、
裁
判
官
は
、
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
の
み
を
言
渡
す
こ
と
が

で
き
る
。
つ
ま
り
、
裁
判
官
は
、
拘
禁
刑
と
罰
金
を
違
警
罪
の
刑
の
下
限

（
一
日
お
よ
び
三
〇
フ
ラ
ン
）
に
ま
で
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
後
に
、

法
律
が
拘
禁
刑
し
か
規
定
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
裁
判
官
は
、
こ
れ
に

代
え
て
、
罰
金
刑
を
科
す
こ
と
が
で
き
る
。

1
第
一
三
二
－
一
八
条
第
二
項
は
、
刑
の
選
択
に
つ
い
て
特
別
の
理
由
を

し
な
け
れ
ば
、
執
行
猶
予
を
伴
わ
な
い
四
カ
月
以
下
の
拘
禁
刑
を
言
渡
す

こ
と
が
で
き
な
い
。

　
こ
の
規
定
は
、
一
九
八
三
年
草
案
の
中
で
す
で
に
提
案
さ
れ
て
い
た
が
、

と
り
わ
け
重
要
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
特
に
累
犯
の
見
地
か
ら
弊
害
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
、
短
期
の
拘
禁
刑
に
よ
る
こ
と
を
で
き
る
限
り
制
限
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
多
く
の
国
（
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
、
イ
タ
リ
ア
）
で
短
期
の
拘
禁
刑
に
反
対
す
る
一
般
的
な
傾
向
が
見

ら
れ
、
小
規
模
な
犯
罪
を
し
た
者
に
は
他
の
制
裁
を
適
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
有
益
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
法
案
は
、
執
行
猶
予
を
伴
わ
な
い
一
定
の
期
問
を

下
回
る
拘
禁
刑
の
言
渡
し
を
禁
止
す
る
と
い
う
根
本
的
な
解
決
法
を
と
ら

な
か
っ
た
。
確
か
に
、
こ
の
よ
う
な
や
り
方
は
、
拘
禁
刑
の
実
刑
の
言
渡

し
を
望
む
裁
判
官
に
刑
を
加
重
さ
せ
る
余
地
が
あ
る
の
で
、
逆
効
果
と
な

る
お
そ
れ
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で
選
択
さ
れ
た
文
言
は
、
短
期
の
拘
禁
刑
に

つ
い
て
特
別
の
理
由
を
掲
げ
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
も
の
で
あ
る
が
、
六

カ
月
を
下
限
と
す
る
方
が
い
い
と
考
え
る
余
地
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
下

限
を
四
カ
月
と
し
た
。

　
元
老
院
は
、
こ
の
よ
う
な
原
則
を
受
け
入
れ
、
か
な
り
短
期
の
拘
禁
刑

に
関
す
る
み
ず
か
ら
の
見
解
と
は
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
規
定
を
導
入
し

た
。
実
際
、
元
老
院
は
、
一
〇
日
以
下
の
実
刑
の
拘
禁
刑
の
適
用
を
奨
励

し
よ
う
と
し
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
特
別
の
理
由
付
け
を
避
け
、
「
裁
判
所
は
、

一
〇
日
以
下
の
拘
禁
刑
を
言
渡
す
場
合
、
特
別
の
理
由
を
付
し
た
判
決
に

よ
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
執
行
を
猶
予
す
る
こ
と
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
な

い
」
と
定
め
た
。
し
た
が
っ
て
、
拘
禁
刑
の
下
限
は
、
四
八
時
問
に
ま
で

下
げ
ら
れ
た
。

　
本
報
告
者
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
賛
成
せ
ず
、
大
部
分
の
場
合
に
、

き
わ
め
て
短
い
刑
務
所
収
容
は
肯
定
的
な
効
果
を
も
た
ず
、
ま
っ
た
く
逆

で
あ
る
と
考
え
た
。
さ
ら
に
、
拘
置
所
に
お
け
る
拘
禁
条
件
は
、
遺
憾
な

が
ら
過
剰
収
容
の
状
態
に
あ
り
、
短
期
拘
禁
刑
の
弊
害
を
さ
ら
に
ひ
ど
く

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
本
委
員
会
が
本
条
を
検
討
し
た
際
に
、
重
罪
事
件
の
場
合
も
含
め
て
、

自
由
剥
奪
刑
に
つ
い
て
理
由
を
付
す
る
と
い
う
一
般
原
則
を
フ
ラ
ン
ス
法

に
導
入
す
る
ジ
ャ
ン
ー
ー
ジ
ャ
ッ
ク
・
イ
エ
氏
の
修
正
案
は
、
広
く
議
論
を

呼
ん
だ
。

　
本
報
告
者
は
、
四
カ
月
以
下
の
拘
禁
を
選
択
し
た
場
合
に
は
そ
の
特
別

な
理
由
を
付
さ
な
け
れ
ば
、
裁
判
官
は
こ
れ
を
言
渡
す
こ
と
が
で
き
な
い

と
す
る
本
法
案
原
案
に
戻
す
こ
と
を
提
案
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
し
か

し
、
本
報
告
者
は
、
理
由
付
記
の
一
般
原
則
が
重
罪
事
件
に
つ
い
て
ま
で

拡
大
さ
れ
な
い
と
い
う
条
件
で
、
イ
エ
氏
の
提
案
に
の
る
用
意
が
あ
る
と

述
べ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
義
務
づ
け
を
重
罪
法
院
に
課
す
る
の
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は
難
し
い
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
ジ
ャ
ン
ー
ー
ピ
エ
ー
ル
ニ
・
、
シ
ェ
ル
氏
は
、
重
罪
刑
へ
の
拡
大
適
用
を
含

め
て
理
由
付
記
の
原
則
を
肯
定
し
た
う
え
で
、
重
罪
刑
の
場
合
で
は
重
罪

法
院
の
判
決
に
対
す
る
上
訴
方
法
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。

　
ジ
ャ
ッ
ク
・
ト
ゥ
ボ
ン
氏
は
、
政
府
が
前
提
と
し
て
考
え
て
い
る
と
思

わ
れ
る
よ
う
に
、
裁
判
官
が
無
思
慮
に
短
期
の
拘
禁
刑
を
適
用
す
る
と
考

え
る
余
地
が
あ
る
こ
と
に
異
論
を
唱
え
た
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
官
が
い
わ

ゆ
る
代
替
刑
に
あ
ま
り
よ
ら
な
い
こ
と
に
本
当
の
問
題
が
あ
っ
て
、
提
案

さ
れ
て
い
る
こ
と
の
論
理
は
、
拘
禁
刑
の
場
合
に
限
ら
ず
、
理
由
付
記
の

一
般
的
義
務
を
導
入
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
ど
う
か
と
指
摘
し

た
。　
ジ
ル
ベ
ー
ル
・
ボ
ン
ヌ
メ
ゾ
ン
氏
は
、
拘
禁
刑
に
つ
い
て
の
理
由
付
記

に
き
わ
め
て
好
意
的
で
あ
る
と
述
べ
た
。

　
本
報
告
者
は
、
そ
こ
で
ジ
ャ
ン
ー
ジ
ャ
ッ
ク
・
イ
エ
氏
の
修
正
案
を
取

り
入
れ
た
が
、
適
用
範
囲
を
軽
罪
事
件
に
限
定
し
た
修
正
案
を
提
出
し
た
。

　
本
委
員
会
は
、
こ
の
修
正
案
を
採
択
し
（
修
正
案
第
九
九
号
）
、
ま
た
同

時
に
、
本
報
告
者
の
提
案
し
た
本
条
最
終
項
を
削
除
す
る
修
正
案
も
採
択

し
た
（
修
正
案
第
一
〇
〇
号
）
。

一
〇
九
〔
第
一
三
二
－
一
九
条
　
罰
金
刑
〕
　
本
条
は
、
犯
罪
を
罰
金
で

罰
す
る
と
き
は
、
裁
判
所
は
法
定
の
額
を
下
回
る
額
の
罰
金
を
言
渡
す
こ

と
が
で
き
る
と
定
め
、
言
渡
さ
れ
る
罰
金
の
下
限
を
三
〇
フ
ラ
ン
と
し
た
。

こ
の
額
は
、
違
警
罪
に
つ
い
て
の
罰
金
の
現
行
の
下
限
に
対
応
す
る
（
刑

法
典
第
四
六
六
条
）
。

　
元
老
院
は
、
第
一
三
二
…
一
九
条
を
修
正
し
、
元
老
院
が
先
に
行
っ
た

決
定
を
考
慮
し
て
、
日
数
罰
金
に
も
言
及
す
る
よ
う
に
し
た
。

　
本
委
員
会
は
、
ま
っ
た
く
無
益
と
思
わ
れ
る
、
罰
金
は
三
〇
フ
ラ
ン
を

下
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
規
定
を
除
き
、
本
法
案
の
原
案
を
取
り
入

れ
た
本
報
告
者
の
修
正
案
を
採
択
し
た
（
修
正
案
第
一
〇
一
号
）
。

一
一
〇
〔
第
一
三
二
－
二
〇
条
　
有
罪
判
決
か
ら
当
然
に
生
じ
る
禁
止
、

権
利
制
限
ま
た
は
資
格
制
限
の
取
消
〕
　
第
二
三
丁
二
〇
条
に
よ
れ
ば
、

特
別
の
規
定
を
適
用
し
て
、
有
罪
判
決
か
ら
当
然
に
生
じ
る
禁
止
、
権
利

制
限
ま
た
は
資
格
制
限
の
処
分
を
科
さ
れ
た
者
は
す
べ
て
、
有
罪
判
決
ま

た
は
そ
の
後
の
判
決
に
よ
っ
て
、
期
間
の
決
定
を
含
む
、
規
定
さ
れ
た
処

分
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
取
消
手
続
き
の
適
用

要
件
の
確
定
に
つ
い
て
は
、
刑
事
訴
訟
法
典
に
委
ね
て
い
る
。

　
本
条
は
、
一
九
七
五
年
七
月
一
一
日
の
法
律
に
由
来
す
る
刑
法
典
第
五

五
－
一
条
に
定
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
現
行
規
定
よ
り
も
い
く
ら
か
好
意
的
で
な
い
扱
い
に
な
っ
て
い

る
。
な
ぜ
な
ら
、
現
行
規
定
は
、
有
罪
判
決
の
中
で
言
渡
さ
れ
た
処
分
の

取
消
を
も
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

本
当
の
と
こ
ろ
、
お
そ
ら
く
行
き
過
ぎ
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ

に
せ
よ
請
求
の
増
加
を
ま
ね
く
。

　
第
一
三
二
ー
二
〇
条
の
規
定
は
、
本
法
案
に
よ
っ
て
付
加
刑
が
削
除
さ

れ
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
微
妙
な
解
釈
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。

　
確
か
に
、
こ
の
よ
う
な
削
除
と
、
有
罪
判
決
か
ら
「
当
然
に
」
生
じ
る

「
禁
止
、
権
利
制
限
ま
た
は
資
格
制
限
」
に
言
及
す
る
こ
と
と
の
問
に
は
、

矛
盾
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
時
間
を
か
け
て
討
議

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
処
分
は
し
ば
し
ば
本
物
の



188國學院法學第31巻第4号（1994）

刑
罰
で
あ
っ
て
、
裁
判
を
受
け
る
者
か
ら
み
れ
ば
そ
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

　
罰
則
で
規
定
さ
れ
よ
う
と
、
そ
の
他
の
法
文
で
規
定
さ
れ
よ
う
と
、
有

罪
判
決
に
よ
っ
て
生
じ
る
権
利
の
喪
失
は
、
実
際
に
も
制
裁
で
あ
っ
て
、

有
罪
判
決
を
受
け
た
者
に
は
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
受
け
取
ら
れ
る
。

　
有
罪
判
決
か
ら
生
じ
る
職
業
活
動
の
禁
止
は
、
有
罪
判
決
を
受
け
た
者

に
と
っ
て
制
裁
で
あ
る
と
と
も
に
、
当
該
職
業
に
関
す
る
道
徳
的
引
き
締

め
の
処
分
（
ヨ
①
ω
貫
0
8
ヨ
o
轟
房
魯
一
9
）
で
も
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
自
動
的
な
禁
止
、
権
利
制
限
お
よ
び
資
格
制
限
は
、

数
が
多
く
、
有
罪
の
言
渡
し
を
受
け
た
者
に
と
っ
て
本
当
の
補
充
的
な
制

裁
と
な
り
、
こ
の
よ
う
な
者
の
社
会
復
帰
を
妨
げ
る
と
い
う
大
き
な
不
都

合
が
あ
る
。

　
と
り
わ
け
、
選
挙
法
典
第
L
五
条
以
下
に
定
め
る
き
わ
め
て
厳
格
な
選

挙
資
格
制
限
に
つ
い
て
そ
う
で
あ
る
（
執
行
猶
予
を
伴
わ
な
い
三
カ
月
以

上
の
拘
禁
刑
ま
た
は
執
行
猶
予
付
き
の
六
カ
月
以
上
の
拘
禁
刑
の
言
渡
し

を
受
け
た
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
一
定
の
犯
罪
に
つ
い
て
も

っ
と
軽
い
刑
の
言
渡
し
を
受
け
た
場
合
に
つ
い
て
も
、
投
票
権
を
剥
奪
す

る
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
投
票
権
は
市
民
の
基
本
的
な
権
利
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
さ

ら
に
そ
の
禁
止
は
重
罪
お
よ
び
軽
罪
の
補
充
刑
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い

る
。
　
刑
法
典
改
正
法
案
自
身
の
論
理
に
お
い
て
も
、
犯
罪
の
事
情
お
よ
び
犯

罪
者
の
人
格
を
考
慮
に
入
れ
て
、
公
民
権
の
剥
奪
を
命
じ
る
べ
き
か
ど
う

か
を
決
定
す
る
の
は
、
単
独
の
裁
判
官
に
属
す
る
は
ず
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
一
九
八
九
年
九
月
一
日
に
、

全
国
前
科
簿
の
I
N
S
E
E
へ
の
移
送
に
よ
っ
て
選
挙
資
格
を
失
っ
た
者

は
二
二
万
二
五
三
三
名
お
り
、
一
九
八
七
年
に
抹
消
さ
れ
た
者
は
六
万
四

二
三
六
名
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
措
置
は
、
裁
判
官
の
判
決
に
よ
ら
ず
に
、
し
ば
し
ば
自
動

的
に
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
若
者
の
社
会
化
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
。

　
職
業
的
な
禁
止
に
関
し
て
言
え
ば
、
裁
判
所
お
よ
び
有
罪
の
言
渡
し
を

受
け
た
者
に
対
す
る
関
係
で
、
こ
れ
が
秘
密
性
を
も
つ
こ
と
は
と
り
わ
け

問
題
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
有
罪
の
言
渡
し
を
受
け
た
者
は
、
た
と
え
ば
適

切
な
競
争
試
験
に
合
格
し
た
と
い
う
よ
う
な
理
由
で
、
就
職
を
求
め
る
段

に
な
っ
て
、
し
ば
し
ば
資
格
制
限
の
問
題
に
直
面
す
る
。

　
最
後
に
、
資
格
制
限
お
よ
び
禁
止
を
増
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
特
別

の
前
科
簿
票
（
第
二
号
票
）
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
票
に

は
、
ま
す
ま
す
大
量
に
当
局
の
も
と
に
集
め
ら
れ
る
た
く
さ
ん
の
情
報
が

含
ま
れ
（
第
二
号
票
は
毎
年
二
五
〇
万
以
上
配
布
さ
れ
て
い
る
）
、
こ
の
票

を
入
手
し
う
る
機
関
の
一
覧
表
が
規
則
に
よ
っ
て
き
ま
っ
て
増
え
て
い
く

こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
刑
法
典
改
正
法
案
は
、
司
法
化
に
よ
っ
て
、
義
務
的
な
補
充
的
措

置
と
し
て
設
け
ら
れ
、
あ
る
い
は
罰
則
に
よ
っ
て
付
加
刑
と
し
て
規
定
さ

れ
た
資
格
制
限
に
あ
る
解
決
を
も
た
ら
し
た
が
（
裁
量
的
な
も
の
に
変
わ

っ
た
）
ー
す
べ
て
の
刑
は
言
渡
し
を
必
要
と
す
る
の
が
原
則
で
あ
る

ー
、
非
刑
罰
法
規
に
規
定
さ
れ
た
権
利
制
限
や
資
格
制
限
に
つ
い
て
の

影
響
と
い
う
点
で
は
、
確
か
で
は
な
い
。
刑
と
い
う
文
言
に
つ
い
て
解
釈

い
か
ん
に
よ
れ
ば
、
本
法
案
は
、
第
一
三
二
－
二
〇
条
は
現
行
第
五
五
1
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一
条
の
規
定
を
取
り
入
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
、
反
対
の
趣
旨
の
法
文

の
黙
示
的
な
廃
止
を
伴
っ
て
資
格
制
限
全
体
を
司
法
化
す
る
か
、
あ
る
い

は
こ
れ
と
は
逆
に
、
こ
の
よ
う
な
資
格
制
限
や
権
利
制
限
を
す
べ
て
何
ら

変
更
す
る
こ
と
な
く
存
置
す
る
結
果
を
ま
ね
く
こ
と
に
な
る
。
後
者
の
限

定
説
は
、
法
文
の
規
定
ぶ
り
で
は
、
第
一
三
二
ー
一
六
条
と
第
一
三
二
－

二
〇
条
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
優
勢
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
ら
な
い
の
は
、
一
九
八
三
年
の
刑
法
典
草
案
の
起

草
者
は
、
自
動
的
に
科
さ
れ
る
禁
止
、
権
利
制
限
お
よ
び
資
格
制
限
の
問

題
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
つ
ぎ
の
よ
う
な

編
成
を
し
た
第
五
五
条
の
中
で
根
本
的
な
解
決
方
法
を
提
案
し
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。

　
「
い
か
な
る
禁
止
、
権
利
制
限
ま
た
は
資
格
制
限
で
あ
れ
、
こ
れ
が
義

務
的
な
性
格
を
帯
び
ま
た
は
有
罪
判
決
か
ら
当
然
に
生
じ
る
と
規
定
す
る

特
別
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
い
か
な
る
刑
罰
ま
た
は
こ
の
よ
う
な
性
質

を
も
つ
処
分
は
、
裁
判
所
が
言
渡
さ
な
い
場
合
に
は
、
適
用
で
き
な
い
」

　
こ
の
よ
う
な
規
定
な
ら
ば
、
刑
法
典
改
正
の
論
理
に
ぴ
っ
た
り
は
ま
り

こ
む
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
職
業
的
な
性
格
の
禁
止
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
規
定
が
事
実

上
、
本
法
案
に
補
充
刑
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
の
う
ち

の
大
部
分
は
次
第
に
消
え
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
こ
と
と
見
て
お
か
ね
ば

な
ら
な
い
。

　
実
際
、
犯
罪
が
実
行
さ
れ
た
機
会
に
行
わ
れ
て
い
た
職
業
活
動
の
禁
止

を
言
渡
す
こ
と
が
単
独
の
裁
判
官
の
権
限
に
属
す
る
と
考
え
る
こ
と
は
で

き
る
け
れ
ど
、
犯
罪
者
が
い
つ
か
は
な
す
こ
と
が
あ
り
う
る
規
定
さ
れ
た

職
業
活
動
を
す
べ
て
、
裁
判
所
が
判
決
で
考
慮
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
態
に
お
い
て
、
本
報
告
者
は
、
第
一
三
二
i
二
〇
条
全

体
構
成
に
か
か
わ
る
二
つ
の
修
正
案
を
本
委
員
会
に
提
出
し
た
。
す
な
わ

ち
、
第
一
は
、
有
罪
判
決
か
ら
当
然
に
生
じ
る
職
業
的
な
性
格
の
禁
止
の

み
を
存
置
す
る
可
能
性
を
残
し
た
も
の
で
あ
り
、
第
二
は
、
一
九
八
三
年

の
刑
法
典
草
案
で
提
案
さ
れ
た
解
決
方
法
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
、
あ
ら

ゆ
る
反
対
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
い
か
な
る
禁
止
、
権
利
制
限
ま
た
は

資
格
制
限
も
、
裁
判
所
が
言
渡
す
場
合
で
な
け
れ
ば
、
適
用
さ
れ
な
い
と

規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
第
二
の
修
正
に
き
わ
め
て
好
意
的
で
あ
っ
た
ジ
ャ
ン
“
ピ
エ
ー
ル
・
ミ

シ
ェ
ル
氏
と
、
ジ
ャ
ン
”
ジ
ャ
ッ
ク
・
イ
エ
氏
の
発
言
の
後
で
、
本
委
員

会
は
、
適
用
範
囲
を
狭
め
た
修
正
案
を
本
報
告
者
が
取
り
下
げ
た
後
で
、

本
修
正
案
を
採
択
し
た
（
修
正
案
第
一
〇
二
号
）
。
し
た
が
っ
て
、
ジ
ャ
ッ

ク
・
ブ
ラ
ン
エ
ス
（
冒
8
話
ω
ω
歪
旨
窃
）
氏
の
提
出
し
た
修
正
案
は
、
対

象
を
欠
く
こ
と
と
な
っ
た
。

一
二
〔
第
一
三
二
－
二
一
条
金
融
上
ま
た
は
税
務
上
の
情
報
の
司
法

機
関
へ
の
通
知
〕
　
本
条
は
、
第
一
項
に
お
い
て
、
共
和
国
検
事
、
予
審

判
事
ま
た
は
受
訴
裁
判
所
は
、
被
告
人
お
よ
び
そ
の
他
す
べ
て
の
人
ま
た

は
機
関
か
ら
、
金
融
上
ま
た
は
税
務
上
の
性
質
を
も
つ
有
用
な
情
報
の
通

知
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
す
る
。
た
だ
し
、
守
秘
義
務
に
反

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
提
案
さ
れ
た
規
定
で
は
、
「
す
べ
て
の
人
」
を
含
む
の
で
、
広
す
ぎ
る
と

考
え
て
、
元
老
院
は
、
関
係
す
る
当
事
者
お
よ
び
機
関
に
の
み
限
定
す
る
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規
定
を
採
択
し
た
。

　
し
か
し
重
要
な
こ
と
は
、
情
報
を
銀
行
筋
に
も
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
点
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
第
一
三
二
⊥
二
条
の
規
定
を
明
確
化
し
、

裁
判
所
、
予
審
判
事
お
よ
び
検
察
官
は
、
関
係
す
る
当
事
者
お
よ
び
機
関

の
み
な
ら
ず
、
被
告
人
の
資
産
を
所
持
す
る
す
べ
て
の
者
か
ら
、
金
融
上

ま
た
は
税
務
上
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
す
る
本
報
告
者
の

修
正
案
を
、
本
委
員
会
は
採
択
し
た
（
修
正
案
第
一
〇
三
号
）
。

　
ジ
ャ
ッ
ク
・
ト
ゥ
ボ
ン
氏
は
、
「
防
御
の
秘
密
」
が
裁
判
機
関
に
対
抗
で

き
る
か
否
か
質
問
し
た
。
ロ
ベ
ー
ル
・
パ
ン
ド
ロ
ー
氏
の
発
言
の
後
で
、

本
報
告
者
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
政
府
に
明
確
な
答
弁
を
要
求
す
る
と
述

べ
た
。

　
第
一
三
二
⊥
二
条
第
二
項
は
、
元
老
院
に
よ
っ
て
削
除
さ
れ
た
の
だ

が
、
自
然
人
に
科
さ
れ
た
罰
金
の
支
払
の
保
障
と
し
て
、
有
罪
の
言
渡
し

を
受
け
た
者
が
、
刑
事
訴
訟
法
典
に
定
め
る
要
件
に
従
っ
て
、
滞
納
留
置

を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
と
規
定
し
た
。
本
委
員
会
は
、
削
除
を
維
持
す

る
。
滞
納
留
置
は
、
刑
事
事
件
に
お
い
て
は
、
罰
金
、
税
務
上
の
課
徴
金
、

裁
判
費
用
な
ど
の
財
産
刑
へ
の
有
罪
判
決
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
想
い
出
そ
う
。

　
　
第
六
款
　
保
安
期
問
（
新
設
）

［
一
二
〔
第
一
三
二
ー
二
一
ー
一
条
（
新
設
）
　
保
安
期
間
〕
　
元
老
院

は
、
新
刑
法
典
に
、
現
行
で
は
刑
事
訴
訟
法
典
第
七
二
〇
1
二
条
に
掲
げ

る
保
安
期
間
に
関
す
る
規
定
を
挿
入
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
1
保
安
制
度
に
関
す
る
規
定
を
刑
法
典
に
挿
入
す
る
と
い
う
原
則
自

体
、
刑
の
執
行
条
件
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
議
論
の
余
地
が
あ

り
う
る
。
し
か
し
、
憲
法
院
が
一
九
八
六
年
九
月
三
日
の
判
決
で
、
重
罪
・

軽
罪
と
の
闘
争
に
関
す
る
法
律
に
つ
い
て
、
よ
り
重
い
刑
罰
法
規
の
不
遡

及
性
の
原
則
は
「
刑
の
執
行
に
関
す
る
も
の
と
は
い
え
、
被
告
人
の
罪
責

に
つ
い
て
判
決
を
下
す
と
同
時
に
、
刑
の
期
間
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

る
判
決
裁
判
所
の
権
限
に
属
す
る
」
と
し
た
保
安
期
間
に
適
用
さ
れ
る
と

判
示
し
た
こ
と
を
想
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
「
罪
責
の

評
価
は
、
よ
り
重
い
刑
罰
法
規
の
不
遡
及
性
の
原
則
に
従
っ
て
、
行
為
時

に
効
力
を
有
す
る
法
制
に
つ
い
て
の
み
行
う
こ
と
が
で
き
る
」
。

　
保
安
期
間
は
、
か
く
し
て
、
裁
判
官
に
よ
っ
て
言
渡
さ
れ
た
刑
の
一
要

素
の
よ
う
に
思
わ
れ
、
本
法
案
が
そ
の
ほ
か
に
刑
法
典
中
に
執
行
猶
予
、

半
自
由
、
刑
の
分
割
…
…
な
ど
を
掲
げ
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
保
安
期

間
の
執
行
制
度
が
刑
法
典
で
定
め
ら
れ
る
の
は
論
理
的
で
あ
る
と
評
価
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
元
老
院
は
、
保
安
期
間
に
関
す
る
規
定
を
刑
罰
の
執
行
制
度
に
関
す
る

章
の
第
二
節
（
刑
の
人
的
個
別
化
の
態
様
）
の
中
に
挿
入
し
、
刑
の
分
割

に
関
す
る
規
定
と
執
行
猶
予
に
関
す
る
規
定
の
問
に
お
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
規
定
は
同
じ
章
の
中
で
も
第
一
節
（
総
則
）
の
お
わ
り
に

お
く
方
が
よ
い
と
考
え
て
、
本
報
告
者
は
、
保
安
期
間
に
関
す
る
新
た
な

表
題
を
刑
法
典
第
二
三
丁
二
一
条
の
後
に
挿
入
す
る
修
正
案
を
提
示
し

た
。
本
委
員
会
は
、
こ
の
修
正
案
を
採
択
し
た
（
修
正
案
第
一
〇
四
号
）
。

　
1
内
容
に
つ
い
て
、
元
老
院
が
定
め
た
規
定
は
、
刑
事
訴
訟
法
典
第
七

二
〇
1
二
条
の
法
文
を
取
り
入
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、

刑
法
典
の
総
則
に
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
規
定
は
、
実
際
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の
と
こ
ろ
、
現
行
刑
法
典
の
多
く
の
条
文
で
言
及
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

第
二
部
、
第
三
部
お
よ
び
第
四
部
の
審
議
の
後
に
、
明
ら
か
に
、
新
し
い

条
文
に
よ
っ
て
置
き
換
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
保
安
期
間
に
関
す
る
一
般
原
則
の
み
が
刑
法
典
の
総
則
に
掲

げ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
保
安
期
問
に
関
す
る
原
則
を
定
め
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
そ
れ
は
主
と
し
て
二
つ
の
問
題
に
関
係
す
る
。

1
保
安
期
間
の
言
渡
し
は
裁
量
的
か
、
そ
れ
と
も
義
務
的
な
も
の
か

1
保
安
期
間
の
長
さ

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
本
委
員
会
の
提
案
に
ふ
れ
る
前
に
、
簡
単
な
歴

史
的
概
観
を
し
て
お
く
こ
と
が
有
益
で
あ
る
。

　
保
安
期
問
は
、
一
九
七
八
年
二
月
二
二
日
の
法
律
に
よ
っ
て
設
け
ら

れ
た
。
保
安
の
制
度
は
、
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
の
権
利
に
対
す
る
制
限

と
し
て
定
義
さ
れ
る
。
保
安
期
間
中
は
、
被
拘
禁
者
は
、
次
の
処
分
の
恩

典
を
奪
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
構
外
作
業
、
外
出
許
可
、
半
自
由
、
仮
釈

放
が
こ
れ
で
あ
る
。

　
法
律
は
、
保
安
制
度
の
適
用
が
義
務
的
な
場
合
と
、
そ
の
実
施
が
判
決

裁
判
所
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
場
合
と
を
区
別
す
る
。

ー
特
に
重
大
な
一
定
の
犯
罪
（
謀
殺
、
尊
属
殺
、
毒
殺
、
拷
問
ま
た
は
残

虐
な
行
為
、
重
罪
に
伴
っ
て
行
わ
れ
た
殺
人
、
加
重
事
情
を
伴
う
故
意
に

よ
る
殴
打
・
傷
害
、
加
重
売
春
仲
介
、
凶
器
を
も
っ
て
行
い
ま
た
は
暴
行

を
伴
う
盗
罪
、
航
空
機
の
奪
取
お
よ
び
麻
薬
の
取
引
）
に
つ
い
て
一
〇
年

以
上
の
拘
禁
刑
の
言
渡
し
を
受
け
た
場
合
に
、
保
安
制
度
は
義
務
的
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1
そ
の
他
の
場
合
に
は
、
言
渡
さ
れ
た
刑
が
三
年
を
超
え
る
場
合
に
限
り
、

保
安
制
度
の
適
用
は
裁
量
的
な
も
の
と
す
る
。

　
保
安
期
問
の
長
さ
は
、
刑
の
量
お
よ
び
犯
罪
の
性
質
に
応
じ
て
変
わ
る
。

　
・
保
安
制
度
が
義
務
的
な
も
の
で
あ
る
場
合
、
保
安
期
問
の
長
さ
は
、

原
則
と
し
て
、
刑
期
の
半
分
と
し
、
無
期
懲
役
を
言
渡
す
場
合
に
は
、
一

五
年
と
定
め
る
。
た
だ
し
、
重
罪
法
院
（
ま
た
は
軽
罪
裁
判
所
・
違
警
罪

裁
判
所
）
は
、
保
安
期
間
を
刑
期
の
三
分
の
二
と
し
、
ま
た
は
無
期
懲
役

の
場
合
に
は
一
八
年
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
重
罪
法
院
は
、
保

安
期
問
の
長
さ
を
減
じ
る
こ
と
を
決
定
で
き
る
。

　
・
保
安
制
度
が
裁
量
的
な
も
の
で
あ
る
場
合
、
保
安
期
間
の
長
さ
は
、

刑
期
の
三
分
の
二
ま
た
は
無
期
懲
役
の
と
き
に
は
一
八
年
を
超
え
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

　
最
後
に
、
一
九
七
八
年
の
法
律
は
、
裁
判
官
に
刑
の
適
用
の
可
能
性
を

定
め
、
有
罪
判
決
を
受
け
る
者
が
社
会
復
帰
の
「
例
外
的
な
」
保
証
を
示

す
と
き
に
は
、
保
安
制
度
の
適
用
を
全
部
も
し
く
は
一
部
終
了
さ
せ
ま
た

は
保
安
期
間
の
長
さ
を
減
じ
る
た
め
に
、
有
罪
判
決
を
言
渡
し
た
裁
判
所

と
同
一
の
審
級
に
属
す
る
拘
禁
の
地
の
裁
判
所
（
有
罪
判
決
が
重
罪
法
院

に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
重
罪
公
訴
部
）
に
訴
え
を
提
起
す
る
可

能
性
を
定
め
た
。

　
一
九
八
一
年
二
月
二
日
の
法
律
は
、
一
定
の
犯
罪
に
つ
い
て
保
安
期
間

が
義
務
的
な
も
の
に
さ
れ
る
限
界
を
、
一
〇
年
の
拘
禁
刑
か
ら
五
年
の
拘

禁
刑
と
し
、
こ
の
特
別
な
制
度
に
か
か
わ
る
犯
罪
の
一
覧
表
の
中
に
い
わ

ゆ
る
暴
力
犯
罪
（
去
勢
、
強
姦
、
強
制
狼
褻
、
一
定
の
盗
罪
、
加
重
破
壊
、

恐
喝
、
一
定
の
殴
打
・
傷
害
、
禁
止
さ
れ
た
武
器
の
所
持
）
を
加
え
た
。
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し
た
が
っ
て
、
義
務
的
保
安
制
度
の
適
用
領
域
は
拡
大
さ
れ
た
。

　
一
九
八
三
年
六
月
一
〇
日
の
法
律
は
、
一
九
七
八
年
の
法
律
か
ら
生
じ

る
内
容
で
保
安
期
問
に
関
す
る
規
定
を
基
本
的
に
は
復
活
さ
せ
、
有
罪
判

決
を
受
け
た
も
の
が
社
会
復
帰
の
「
例
外
的
な
」
保
証
で
は
な
く
「
真
摯

な
」
保
証
を
示
す
と
き
に
は
、
刑
罰
適
用
判
事
の
申
立
て
を
受
け
た
裁
判

所
が
、
保
安
期
問
の
軽
減
を
与
え
る
こ
と
を
認
め
た
。

　
一
九
八
六
年
九
月
九
日
の
法
律
は
、
裁
量
的
保
安
期
問
に
関
す
る
規
定

を
変
更
し
な
か
っ
た
。

　
当
然
に
保
安
制
度
の
適
用
を
受
け
る
犯
罪
に
つ
い
て
は
（
一
〇
年
以
上

の
拘
禁
刑
の
言
渡
し
を
受
け
た
場
合
）
、
こ
の
法
律
は
、
大
量
殺
害
も
し
く

は
大
規
模
な
破
壊
お
よ
び
爆
発
物
に
よ
る
破
壊
を
も
た
ら
す
目
的
を
も
っ

た
侵
害
行
為
に
言
及
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
一
覧
表
の
補
充
の
み
し

た
。　
一
九
八
六
年
九
月
九
日
の
法
律
の
主
要
な
改
正
点
は
、
重
罪
法
院
に
、

次
に
掲
げ
る
一
定
の
重
罪
に
つ
い
て
無
期
懲
役
を
言
渡
す
場
合
に
、
保
安

期
問
を
三
〇
年
ま
で
と
す
る
こ
と
を
認
め
た
こ
と
で
あ
る
。

1
拷
問
ま
た
は
野
蛮
な
行
為
を
伴
う
故
殺
ま
た
は
謀
殺

－
一
五
歳
未
満
の
未
成
年
者
、
身
体
的
も
し
く
は
精
神
的
な
理
由
に
よ
っ

て
自
ら
身
を
守
る
状
態
に
は
な
い
者
、
七
〇
歳
以
上
の
者
、
司
法
官
、
陪

審
員
ま
た
は
職
務
執
行
中
な
い
し
は
職
務
執
行
に
際
し
て
の
警
察
官
も
し

く
は
行
刑
官
に
対
し
て
行
わ
れ
た
故
殺
ま
た
は
謀
殺

－
重
罪
の
前
後
ま
た
は
こ
れ
に
伴
っ
て
行
わ
れ
た
故
殺
ま
た
は
謀
殺

－
死
を
も
た
ら
し
ま
た
は
拷
問
も
し
く
は
野
蛮
な
行
為
を
伴
う
誘
拐
ま
た

は
監
禁

1
故
殺
ま
た
は
謀
殺
に
つ
い
て
す
で
に
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
が
累
犯
の

状
態
で
行
っ
た
故
殺
ま
た
は
謀
殺

－
大
量
殺
害
ま
た
は
大
量
破
壊
を
目
的
と
し
た
侵
害
行
為

－
暴
行
ま
た
は
暴
行
の
脅
迫
を
も
っ
て
行
う
、
飛
行
中
の
航
空
機
、
航
海

中
の
船
舶
ま
た
は
そ
の
他
す
べ
て
の
集
団
輸
送
手
段
の
奪
取
で
あ
っ
て
、

こ
れ
に
よ
っ
て
一
ま
た
は
数
人
の
者
が
死
亡
し
た
場
合

　
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
三
〇
年
と
い
う
期
間
が
、
明
ら
か

に
、
判
決
裁
判
所
の
評
価
に
委
ね
ら
れ
た
最
長
の
期
問
で
あ
る
こ
と
で
あ

る
。
裁
判
所
は
、
一
五
年
な
い
し
三
〇
年
の
期
間
の
中
か
ら
選
択
し
、
場

合
に
よ
っ
て
は
一
五
年
を
下
回
る
こ
と
が
で
き
る
。
犯
罪
裁
判
所
が
特
別

な
裁
判
を
行
わ
な
い
場
合
に
は
、
保
安
期
間
は
、
一
五
年
と
す
る
（
法
律

上
の
保
安
期
問
）
。

　
一
九
八
六
年
九
月
九
日
の
法
律
は
、
さ
ら
に
、
刑
罰
適
用
判
事
の
申
立

て
を
「
例
外
的
に
」
（
こ
の
点
が
新
し
い
）
受
け
た
重
罪
公
訴
部
が
、
保
安

期
間
の
長
さ
を
減
じ
る
可
能
性
を
維
持
し
た
。
し
か
し
、
重
罪
法
院
が
一

定
の
重
罪
の
一
に
つ
い
て
保
安
期
間
を
一
五
年
な
い
し
三
〇
年
の
中
で
決

め
た
場
合
に
は
、
重
罪
公
訴
部
は
、
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
が
保
安
期
間

の
三
分
の
二
以
上
を
受
け
た
と
き
で
な
け
れ
ば
、
申
立
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

　
最
後
に
、
こ
の
法
律
は
、
無
期
懲
役
の
言
渡
し
を
受
け
た
場
合
に
つ
い

て
、
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
が
一
年
な
い
し
三
年
の
期
間
、
半
自
由
の
制

度
に
服
す
の
で
な
け
れ
ば
、
仮
釈
放
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
規
定

し
て
い
る
。

　
要
す
る
に
、
現
行
の
保
安
期
問
制
度
は
、
あ
ま
り
に
も
厳
し
す
ぎ
る
よ
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う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
主
た
る
欠
陥
は
、
1
一
九
七
八
年
か
ら
あ
る
も

の
で
あ
る
が
ー
一
定
の
犯
罪
に
つ
い
て
保
安
期
間
が
自
動
的
に
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
自
動
適
用
性
は
、
ま
っ
た
く
、
こ
の
刑
法
典
改
正
法
案
の

保
持
す
る
基
本
原
理
の
ひ
と
つ
で
あ
る
刑
の
個
別
化
の
原
理
に
反
す
る
。

　
さ
ら
に
、
一
九
八
六
年
に
定
め
ら
れ
た
三
〇
年
の
最
長
期
間
は
、
長
す

ぎ
る
の
で
あ
り
、
長
期
の
収
容
を
正
当
化
す
る
よ
う
な
特
に
忌
ま
わ
し
い

重
罪
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
も
、
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
の
発
展
可
能
性
を

考
慮
し
て
い
な
い
。

　
最
後
に
、
元
老
院
が
採
択
し
た
法
文
は
、
通
常
適
用
さ
れ
る
保
安
期
間

が
、
無
期
刑
の
場
合
と
懲
役
三
〇
年
の
刑
の
場
合
と
で
同
じ
も
の
と
な
る

（
一
五
年
）
。
一
定
の
場
合
に
は
（
三
〇
年
の
保
安
期
問
を
受
け
な
い
犯
罪
）
、

保
安
期
間
の
最
長
は
、
無
期
刑
の
場
合
に
は
一
八
年
で
あ
る
の
に
、
こ
れ

を
減
じ
た
三
〇
年
の
刑
の
場
合
に
は
、
二
〇
年
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
刑

期
の
三
分
の
二
）
。

　
本
報
告
者
は
、
保
安
期
間
に
つ
い
て
次
の
二
つ
の
原
理
に
基
づ
い
た
新

し
い
案
文
の
採
択
を
本
委
員
会
に
提
案
し
、
本
委
員
会
は
こ
れ
に
従
っ
た
。

ー
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
保
安
期
間
の
言
渡
し
が
裁
量
的
な
も
の

で
あ
る
こ
と

1
保
安
期
問
の
最
長
は
、
刑
期
の
半
分
と
し
、
ま
た
は
無
期
刑
の
場
合
に

は
一
八
年
と
す
る
こ
と

　
最
後
に
、
保
安
期
間
は
、
執
行
猶
予
を
伴
わ
な
い
七
年
以
上
の
自
由
剥

奪
刑
の
言
渡
し
を
受
け
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
。
現
在
で
は
、
裁
量
的
保

安
期
間
を
言
渡
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
三
年
以
上
の
刑
を
言
渡
す
場
合

で
あ
る
こ
と
を
想
起
し
て
お
こ
う
。
こ
の
よ
う
な
期
問
は
、
保
安
制
度
の

適
用
に
は
ま
っ
た
く
短
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
修
正
案
が
審
議
さ
れ
た
際
に
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ト
ゥ
ボ
ン
氏
は
、
こ

の
よ
う
な
規
定
が
政
府
原
案
に
比
べ
れ
ば
、
進
歩
で
あ
る
と
考
え
、
後
に

訂
正
と
補
充
を
提
案
す
る
と
述
べ
た
。

　
本
委
員
会
は
、
本
報
告
者
の
修
正
案
を
採
択
し
た
（
修
正
案
第
一
〇
五

号
）
。
　
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
オ
ベ
ー
ル
氏
は
、
一
九
八
六
年
九
月
九
日
の
法
律
で

政
府
原
案
に
含
ま
れ
て
い
た
、
保
安
期
問
の
後
に
行
わ
れ
る
半
自
由
の
制

度
を
義
務
づ
け
る
こ
と
が
維
持
さ
れ
る
の
か
ど
う
か
尋
ね
た
が
、
本
報
告

者
は
、
採
択
さ
れ
た
規
定
が
こ
の
原
理
を
覆
す
も
の
で
は
な
く
、
現
行
刑

事
訴
訟
法
典
第
七
二
〇
ー
五
条
の
規
定
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
り

う
る
と
述
べ
た
。

　
　
第
一
［
節
　
刑
の
人
的
個
別
化
の
態
様

一
＝
一
一
〔
第
一
三
二
－
二
二
条
刑
の
人
的
個
別
化
の
原
則
〕
　
本
条
は
、

あ
ら
ゆ
る
重
罪
、
軽
罪
ま
た
は
違
警
罪
の
刑
に
つ
い
て
人
的
個
別
化
の
原

則
を
掲
げ
、
法
律
ま
た
は
規
則
に
定
め
る
限
度
に
お
い
て
、
裁
判
所
が
つ

ぎ
の
事
柄
を
考
慮
し
て
刑
を
言
渡
し
、
そ
の
執
行
制
度
を
定
め
る
こ
と
を

規
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、

1
犯
罪
の
事
情

－
被
告
人
の
人
格

ー
そ
の
精
神
上
ま
た
は
神
経
性
精
神
上
の
状
態

1
そ
の
資
産
お
よ
び
負
債
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1
そ
の
動
機

－
犯
罪
後
の
そ
の
態
度
、
と
り
わ
け
被
害
者
に
対
す
る
態
度

　
刑
の
人
的
個
別
化
の
一
般
原
則
は
、
す
で
に
一
九
七
八
年
の
刑
法
典
草

案
に
と
ら
れ
て
お
り
、
「
法
律
に
定
め
る
限
度
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
犯

罪
の
事
情
お
よ
び
そ
の
行
為
者
の
人
格
に
応
じ
て
、
制
裁
を
言
渡
し
、
か

つ
、
そ
の
執
行
制
度
を
定
め
る
」
と
い
う
簡
潔
な
案
文
を
定
め
て
い
た
。

　
本
法
案
は
、
一
九
八
三
年
草
案
で
提
案
さ
れ
た
も
っ
と
詳
し
い
表
現
を

取
り
入
れ
て
、
こ
の
ほ
か
さ
ら
に
、
被
告
人
の
資
産
お
よ
び
負
債
、
な
ら

び
に
そ
の
精
神
的
ま
た
は
神
経
性
精
神
的
状
態
を
考
慮
す
る
こ
と
を
つ
け

加
え
て
い
た
。

　
さ
ら
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
刑
の
人
的
個
別
化
の
原
則

が
、
現
行
刑
法
典
で
は
必
ず
し
も
明
示
的
に
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で

あ
る
。
と
は
い
え
、
現
行
刑
法
典
第
四
一
条
は
、
軽
罪
の
罰
金
を
定
め
る

に
あ
た
っ
て
犯
罪
の
事
情
な
ら
び
に
被
告
人
の
資
産
お
よ
び
負
債
を
考
慮

す
る
こ
と
を
掲
げ
、
日
数
罰
金
に
関
し
て
第
四
三
－
九
条
が
同
様
に
掲
げ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
軽
減
事
情
の
制
度
は
、
判
例
に
よ
っ
て
広
く

解
釈
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
原
則
の
存
在
を
事
実
上
認
め
て
お
り
、
こ
れ

に
よ
れ
ば
、
裁
判
官
は
、
犯
罪
そ
の
も
の
だ
け
で
な
く
犯
罪
を
行
っ
た
人

を
も
判
断
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
本
法
案
は
さ
ら
に
多
く
の
可
能
性
を
裁
判
官
に
与
え
る
も
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
、
事
件
ご
と
に
最
も
適
切
な
解
決
を
裁
判
官
が
適
用
す
る
こ

と
を
可
能
に
す
る
た
め
で
あ
る
。

　
裁
判
官
が
刑
の
「
執
行
制
度
」
を
定
め
る
と
い
う
規
定
は
、
重
要
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
伝
統
的
に
は
、
刑
法
が
裁
判
機
能
と
刑
の
執
行
に
関
す

る
機
能
と
を
厳
密
に
区
別
す
る
仕
組
み
を
と
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し

か
し
、
刑
の
個
別
化
の
発
展
に
よ
っ
て
、
犯
罪
者
に
向
け
ら
れ
た
処
遇
の

選
択
と
そ
の
実
施
に
お
け
る
重
要
な
役
割
が
判
決
裁
判
所
に
与
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
一
九
七
〇
年
の
法
律
は
、
六
カ
月
以
下
の

拘
禁
刑
が
半
自
由
の
制
度
の
も
と
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
決
定
す
る
こ
と
を

裁
判
官
に
認
め
た
。
さ
ら
に
、
一
九
七
五
年
七
月
二
日
の
法
律
は
、
特

に
刑
の
停
止
と
分
割
を
認
め
た
。

　
本
法
案
は
、
後
に
見
る
よ
う
に
、
刑
の
人
的
個
別
化
の
可
能
性
を
発
展

さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
本
法
案
は
、
現
在
、
大
部
分
、
刑
事
訴
訟

法
典
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
、
判
決
裁
判
所
に
よ
っ
て
言
渡
さ
れ
る
人
的
個

別
化
の
処
分
に
関
す
る
規
定
を
刑
法
典
の
中
に
再
統
合
す
る
と
規
定
し
て

い
る
。

　
本
条
を
検
討
し
た
際
に
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ト
ゥ
ボ
ン
氏
は
、
本
法
案
の
規

定
ぶ
り
が
十
分
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
。
と
い
う
の
も
、
こ

れ
が
、
裁
判
官
に
よ
っ
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
要
素
に
つ
い
て
、
あ
ま
り
に

も
長
々
し
く
列
挙
し
て
い
る
割
に
は
、
委
曲
を
尽
く
し
て
い
な
い
か
ら
で

あ
る
。

　
ジ
ャ
ン
H
ピ
エ
ー
ル
・
ミ
シ
ェ
ル
氏
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ト
ゥ
ボ
ン
氏
の

意
見
に
組
み
し
て
、
も
っ
と
簡
潔
な
規
定
が
望
ま
し
い
と
い
う
考
え
を
示

し
た
。
こ
の
よ
う
な
意
見
を
考
慮
し
て
、
本
報
告
者
は
、
一
九
七
八
年
の

刑
法
典
草
案
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
規
定
を
取
り
入
れ
た
案
と
す
る
修
正
案

を
提
案
し
、
本
委
員
会
は
こ
れ
を
採
択
し
た
（
修
正
案
第
一
〇
六
号
）
。
こ

れ
に
よ
れ
ば
、
裁
判
所
は
、
犯
罪
の
事
情
と
そ
の
行
為
者
の
人
格
を
考
慮

し
て
刑
を
言
渡
し
、
か
つ
、
そ
の
執
行
制
度
を
定
め
る
と
規
定
さ
れ
る
。
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第
一
款
　
半
自
由

［
一
四
～
一
一
五
〔
第
一
三
二
－
二
三
条
か
ら
第
二
一
三
－
二
四
条
半

自
由
の
制
度
〕
　
第
二
一
三
⊥
＝
二
条
は
、
半
自
由
の
一
般
的
な
制
度
を

定
め
、
刑
事
訴
訟
法
典
第
七
二
三
ー
一
条
の
規
定
を
大
幅
に
取
り
入
れ
た
。

こ
の
規
定
は
、
一
九
八
五
年
一
二
月
三
〇
日
の
法
律
第
一
四
〇
七
号
に
由

来
す
る
も
の
で
、
こ
の
処
分
の
適
用
要
件
を
か
な
り
緩
和
し
た
も
の
で
あ

る
。　
こ
の
法
律
は
、
実
際
、
半
自
由
の
制
度
の
も
と
で
行
わ
れ
う
る
活
動
に

つ
い
て
、
か
な
り
広
い
定
義
を
与
え
た
。
こ
の
半
自
由
に
よ
っ
て
、
有
罪

判
決
を
受
け
た
者
は
、
社
会
復
帰
を
め
ざ
し
あ
る
い
は
「
家
族
と
の
生
活

に
基
本
的
に
参
加
す
る
」
た
め
に
、
職
業
活
動
や
職
業
養
成
を
行
う
だ
け

で
は
な
く
、
医
療
を
受
け
た
り
、
さ
ら
に
は
学
業
を
続
け
た
り
、
実
習
や

臨
時
雇
用
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
す
べ
て
本
法
案
に

取
り
入
れ
ら
れ
た
。

　
本
法
案
は
さ
ら
に
、
判
決
裁
判
所
が
当
初
よ
り
（
魯
一
巳
瓜
o
）
刑
の
執
行

を
半
自
由
制
度
で
行
う
こ
と
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
要
件
を
著
し
く

自
由
化
し
た
。
つ
ま
り
こ
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
こ
の
判
決
は
、
裁
判
所
が

現
行
の
六
カ
月
以
下
の
拘
禁
刑
に
代
え
て
、
一
年
以
下
の
拘
禁
刑
を
言
渡

す
と
き
に
、
下
す
こ
と
が
で
き
、
こ
う
し
て
裁
判
所
が
言
渡
す
半
自
由
の

適
用
要
件
を
、
判
決
が
刑
罰
適
用
判
事
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
場
合
に
適
用

さ
れ
る
要
件
に
そ
ろ
え
た
（
刑
事
訴
訟
法
典
第
D
二
二
七
条
参
照
）
。
一
九

八
五
年
に
政
府
に
よ
っ
て
上
程
さ
れ
た
本
法
案
が
、
す
で
に
、
こ
の
よ
う

な
要
件
緩
和
を
規
定
し
て
い
た
が
、
国
会
は
最
終
的
に
は
こ
れ
を
通
さ
な

か
っ
た
こ
と
を
銘
記
し
て
お
こ
う
。

i
第
二
一
三
－
二
四
条
は
、
半
自
由
の
制
度
の
適
用
態
様
に
関
す
る
刑
事

訴
訟
法
典
第
七
二
三
条
に
定
め
る
規
定
を
明
確
化
し
て
取
り
入
れ
た
。
す

な
わ
ち
、
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
が
、
半
自
由
の
制
度
に
お
い
て
認
め
ら

れ
る
活
動
の
た
め
に
「
必
要
な
時
間
に
応
じ
て
、
刑
罰
適
用
判
事
が
定
め

る
態
様
に
従
っ
て
、
行
刑
施
設
に
お
も
む
く
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
」

と
規
定
し
て
い
る
。

　
現
行
の
第
七
二
一
二
条
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
有
罪
判
決
を
受
け
た
者

が
、
「
半
自
由
に
お
い
て
認
め
ら
れ
た
活
動
に
必
要
な
時
間
を
過
ご
す
の

に
」
行
刑
施
設
に
お
も
む
く
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
と
の
み
規
定
し
て

い
る
。
こ
れ
は
一
九
八
五
年
二
一
月
三
〇
日
の
法
律
に
由
来
す
る
も
の
で

あ
る
。
か
つ
て
は
、
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
は
、
原
則
と
し
て
、
毎
晩
、

行
刑
施
設
に
お
も
む
く
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

　
最
後
に
、
第
二
二
二
－
二
四
条
は
、
原
因
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
施
設

外
に
お
け
る
義
務
が
中
断
さ
れ
る
日
に
は
、
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
は
施

設
に
と
ど
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
注
記
し
て
い
る
。

　
本
委
員
会
は
、
本
条
を
修
正
な
し
に
採
択
し
た
。

　
　
第
二
款
　
刑
の
分
割

二
六
〔
第
一
三
二
－
二
五
条
軽
罪
に
お
け
る
拘
禁
刑
の
分
割
〕
　
第

一
三
二
－
二
五
条
の
文
言
に
よ
れ
ば
、
裁
判
所
は
軽
罪
事
件
に
つ
い
て
、

一
年
以
下
の
拘
禁
刑
を
言
渡
す
場
合
に
は
、
三
年
を
超
え
な
い
期
問
内
に

お
い
て
こ
れ
を
分
割
し
て
執
行
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
分
割
さ
れ
た
い
か
な
る
部
分
も
一
〇
日
を
下
る
こ
と
が
で
き
な
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い
。　
こ
の
点
に
つ
い
て
刑
事
訴
訟
法
典
第
七
二
〇
1
一
条
を
取
り
入
れ
て
、

本
法
案
は
、
医
学
的
、
家
庭
的
、
職
業
的
ま
た
は
社
会
的
な
重
大
な
理
由

が
あ
る
場
合
に
は
、
刑
の
分
割
を
言
渡
す
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
し
て
い

る
。
注
意
し
た
い
の
は
、
第
七
二
〇
1
一
条
の
法
文
が
分
割
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
拘
禁
刑
の
長
期
を
定
め
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

こ
の
決
定
は
刑
罰
適
用
判
事
が
行
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
は
刑
の
執
行
が

三
カ
月
以
上
中
断
す
る
場
合
に
は
、
裁
判
所
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
の

み
規
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
注
意
し
た
い
の
は
、
言
渡
さ
れ
た
拘
禁
刑
が
ニ
カ
月
以
下
の
場

合
で
な
け
れ
ば
、
一
九
七
八
年
草
案
は
分
割
を
認
め
て
い
な
い
こ
と
で
あ

り
、
一
九
八
三
年
草
案
で
は
こ
の
期
間
は
六
カ
月
と
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
本
法
案
は
、
さ
ら
に
こ
の
期
間
を
延
長
し
、
一
年
と
し
た
が
、
こ
れ
は

合
理
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
年
を
超
え
る
期
間
に

つ
い
て
拘
禁
刑
を
分
割
す
る
こ
と
は
想
定
し
難
い
。
と
い
う
の
も
、
も
し

こ
れ
を
認
め
る
な
ら
ば
、
刑
が
あ
ま
り
に
も
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
執
行

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
本
条
に
つ
い
て
、
本
委
員
会
は
、
ジ
ャ
ン
”
ジ
ャ
ッ
ク
・
イ
エ
氏
の
提

出
し
た
修
正
案
を
否
決
し
た
。
こ
れ
は
、
刑
罰
適
用
判
事
の
権
限
に
関
す

る
者
で
あ
っ
た
が
、
本
報
告
者
は
、
こ
の
よ
う
な
規
定
は
刑
事
訴
訟
法
典

に
お
く
方
が
よ
い
と
明
言
し
た
。

一
［
七
〔
第
二
三
丁
二
六
条
　
罰
金
刑
、
日
数
罰
金
刑
ま
た
は
運
転
免

許
の
停
止
の
分
割
〕
　
本
条
は
、
軽
罪
ま
た
は
違
警
罪
に
つ
い
て
、
裁
判

所
が
、
医
学
的
、
家
庭
的
、
職
業
的
ま
た
は
社
会
的
な
重
大
な
理
由
が
あ

る
場
合
に
は
、
罰
金
、
日
数
罰
金
ま
た
は
運
転
免
許
の
停
止
の
刑
が
三
年

を
超
え
な
い
期
問
に
つ
い
て
分
割
し
て
執
行
さ
れ
る
旨
の
決
定
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
規
定
し
て
い
る
。

　
一
九
七
五
年
七
月
一
一
日
の
法
律
に
由
来
す
る
刑
法
典
第
四
一
条
が
、

医
学
的
、
家
庭
的
、
職
業
的
ま
た
は
社
会
的
な
重
大
な
理
由
が
あ
る
と
き

に
罰
金
の
納
付
の
分
割
を
裁
判
官
が
決
定
で
き
る
と
し
て
い
る
こ
と
を
想

い
だ
そ
う
。

　
さ
ら
に
、
刑
事
訴
訟
法
典
第
七
〇
八
条
は
、
同
様
の
理
由
が
あ
る
場
合

に
、
自
由
剥
奪
で
は
な
い
軽
罪
ま
た
は
違
警
罪
の
刑
の
執
行
を
分
割
す
る

こ
と
を
認
め
、
そ
の
刑
の
執
行
が
三
カ
月
以
下
の
期
問
、
中
断
す
べ
き
場

合
に
応
じ
て
、
そ
の
決
定
は
検
察
官
、
ま
た
は
検
察
官
の
意
見
に
基
づ
き

裁
判
所
に
よ
っ
て
さ
れ
る
。

　
第
一
三
二
－
二
六
条
に
つ
い
て
、
本
委
員
会
は
、
刑
罰
適
用
判
事
の
権

限
に
関
す
る
ジ
ャ
ン
ー
ー
ジ
ャ
ッ
ク
・
イ
エ
氏
の
提
出
し
た
修
正
案
を
否
決

し
た
。

　
　
第
二
款
の
二
　
保
安
制
度

一
【
八
〔
第
二
三
丁
二
六
－
一
条
　
保
安
期
間
〕
　
本
委
員
会
は
、
本

章
第
一
節
の
末
尾
に
、
保
安
期
間
に
関
す
る
規
定
を
お
く
こ
と
を
決
定
し

た
が
、
本
条
お
よ
び
本
表
題
を
削
除
す
る
よ
う
提
案
す
る
（
修
正
案
第
一

〇
七
号
）
。

第
三
款
　
単
純
執
行
猶
予

［
九
〔
第
二
三
丁
二
七
条

単
純
執
行
猶
予
の
裁
判
〕
　
執
行
猶
予
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は
、
一
八
九
一
年
三
月
二
六
日
の
法
律
す
な
わ
ち
提
案
し
た
上
院
議
員
の

名
前
に
よ
っ
て
「
ベ
ラ
ン
ジ
ェ
法
」
と
呼
ば
れ
る
法
律
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン

ス
で
は
設
け
ら
れ
た
。
一
定
の
要
件
を
満
た
す
と
、
裁
判
官
は
、
一
定
の

期
間
刑
の
執
行
を
猶
予
し
、
こ
の
期
間
を
経
過
す
る
と
犯
罪
者
が
新
た
な

犯
罪
を
行
わ
な
け
れ
ば
執
行
の
免
除
が
確
定
す
る
こ
と
を
決
定
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
初
犯
を
刑
務
所
に
収
容
す
る
こ
と
な
く
累
犯
を
防
止
す
る

た
め
の
や
り
方
と
い
う
点
が
み
そ
で
あ
る
。

　
一
九
五
九
年
の
刑
事
訴
訟
法
典
は
、
保
護
観
察
付
き
執
行
猶
予
を
設
け
、

有
罪
判
決
を
受
け
た
者
に
監
視
お
よ
び
援
助
の
処
分
を
課
し
た
が
、
「
単
純

執
行
猶
予
」
と
さ
れ
た
伝
統
的
な
執
行
猶
予
も
維
持
さ
れ
、
こ
れ
は
、
犯

罪
者
の
裁
判
前
歴
と
言
渡
さ
れ
る
刑
の
性
質
に
関
す
る
要
件
に
従
っ
て
課

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
第
一
三
二
ー
二
七
条
の
文
言
に
よ
れ
ば
、
刑
の
言
渡
し
を
行
う
裁
判
所

は
、
以
下
の
条
文
に
定
め
る
場
合
に
、
か
つ
、
そ
の
要
件
に
従
っ
て
、
そ

の
執
行
を
猶
予
す
る
こ
と
を
決
定
で
き
る
。
こ
の
規
定
は
、
刑
事
訴
訟
法

典
第
七
三
四
条
に
掲
げ
る
原
則
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
現
行
の

規
定
に
は
、
拘
禁
刑
と
罰
金
に
つ
い
て
し
か
定
め
が
な
い
。

　
第
二
三
丁
二
七
条
は
、
さ
ら
に
、
裁
判
長
が
刑
の
言
渡
し
の
後
で
、

重
罪
ま
た
は
軽
罪
に
つ
い
て
は
五
年
の
期
間
内
に
、
違
警
罪
の
場
合
は
二

年
の
期
間
内
に
、
新
た
な
犯
罪
を
行
っ
て
有
罪
判
決
を
受
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
も
た
ら
せ
ら
れ
る
結
果
に
つ
い
て
、
有
罪
判
決
を
受
け
る
者
に
注
意

す
る
こ
と
を
規
定
す
る
。
類
似
の
規
定
は
、
現
在
、
刑
事
訴
訟
法
典
第
七

三
七
条
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
第
二
三
丁
二
七
条
に
つ
い
て
、
元
老
院
は
、
有
罪
判
決
を
受
け
る
者

が
公
判
廷
に
在
席
し
て
い
な
け
れ
ば
、
裁
判
長
に
よ
る
注
意
が
な
さ
れ
な

い
こ
と
を
明
確
に
し
た
が
、
こ
れ
は
有
意
義
で
あ
る
。

　
本
委
員
会
は
、
本
条
を
元
老
院
の
案
で
採
択
す
る
。

　
　
　
第
1
　
単
純
執
行
猶
予
の
付
与
要
件

一
二
〇
〔
第
＝
壬
了
二
八
条
　
重
罪
お
よ
び
軽
罪
に
お
け
る
単
純
執
行

猶
予
の
許
可
要
件
〕
　
1
第
一
三
二
－
二
八
条
第
一
項
に
よ
れ
ば
、
重
罪

ま
た
は
軽
罪
に
つ
い
て
自
然
人
に
対
し
単
純
執
行
猶
予
が
与
え
ら
れ
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
、
こ
の
自
然
人
が
、
行
為
の
前
五
年
以
内
に
、
普
通
法

上
の
重
罪
ま
た
は
軽
罪
に
つ
い
て
、
重
罪
の
刑
ま
た
は
ニ
カ
月
を
超
え
る

懲
役
ま
た
は
拘
禁
刑
の
言
渡
し
を
受
け
て
い
な
い
場
合
で
あ
る
。
元
老
院

は
、
こ
の
規
定
を
採
択
し
、
条
文
編
成
上
の
変
更
を
加
え
た
。

　
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
た
原
則
が
、

重
罪
の
刑
ま
た
は
ニ
カ
月
を
超
え
る
拘
禁
の
刑
の
言
渡
し
を
受
け
た
者
の

み
に
、
単
純
執
行
猶
予
を
言
渡
さ
れ
な
い
と
す
る
刑
事
訴
訟
法
典
第
七
三

四
ー
一
条
に
掲
げ
る
原
則
よ
り
若
干
厳
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
単
純
執
行
猶
予
を
認
め
る
要
件
を
狭
く
す
る
こ
と
は
正
当
で
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
す
で
に
拘
禁
刑
の
言
渡
し
を
受
け
た
者
の
状

況
に
十
分
対
応
す
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で

あ
る
。
反
対
に
、
本
法
案
は
、
保
護
観
察
付
き
執
行
猶
予
が
有
罪
判
決
を

受
け
た
者
の
裁
判
前
歴
に
関
す
る
要
件
を
い
っ
さ
い
付
け
な
い
こ
と
を
確

認
し
、
元
老
院
が
採
択
し
た
厳
格
な
規
定
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
維
持
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
（
後
述
参
照
）
。

　
最
後
に
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
拘
禁
刑
の
言
渡
し
を
受

け
た
こ
と
だ
け
が
執
行
猶
予
を
排
除
し
、
拘
禁
刑
以
外
の
刑
の
言
渡
し
を
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以
前
に
受
け
た
場
合
に
は
執
行
猶
予
を
言
渡
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
あ

る
。1
第
ニ
ニ
ニ
ー
二
八
条
第
二
項
は
、
法
人
に
対
し
て
、
行
為
の
前
五
年
以

内
に
、
普
通
法
上
の
重
罪
ま
た
は
軽
罪
に
つ
い
て
四
〇
万
フ
ラ
ン
を
超
え

る
罰
金
の
言
渡
し
を
受
け
た
の
で
な
い
場
合
に
、
執
行
猶
予
を
命
じ
る
こ

と
が
で
き
る
と
規
定
す
る
。
元
老
院
は
、
こ
の
数
字
を
二
〇
万
フ
ラ
ン
と

し
た
が
、
こ
れ
は
執
行
猶
予
を
許
可
す
る
可
能
性
を
制
限
す
る
も
の
で
あ

る
。　
本
委
員
会
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
本
法
案
の
法
文
を
取
り
入
れ
る
修
正

案
を
採
択
し
た
（
修
正
案
第
一
〇
八
号
）
。

　
本
委
員
会
は
、
反
対
に
、
単
純
執
行
猶
予
の
許
可
要
件
を
拡
大
す
る
ジ

ヤ
ッ
ク
・
ブ
ラ
ン
エ
ス
氏
の
修
正
案
を
否
決
し
た
。

一
閣
二
　
〔
第
一
三
二
－
二
九
条
　
自
然
人
に
関
し
て
軽
罪
に
つ
い
て
単
純

執
行
猶
予
に
伴
う
こ
と
が
で
き
る
刑
〕
　
ー
第
一
三
二
－
二
九
条
第
一
項

に
よ
れ
ば
、
単
純
執
行
猶
予
は
、
自
然
人
に
対
し
、
五
年
以
下
の
拘
禁
刑
、

罰
金
な
ら
び
に
権
利
剥
奪
刑
ま
た
は
権
利
制
限
刑
（
没
収
を
除
く
）
お
よ

び
補
充
刑
（
没
収
、
事
業
所
閉
鎖
お
よ
び
掲
示
を
除
く
）
の
言
渡
し
に
適

用
さ
れ
る
。
執
行
猶
予
の
適
用
分
野
は
、
こ
の
よ
う
に
、
付
加
刑
ま
た
は

補
充
刑
に
つ
い
て
の
執
行
猶
予
を
排
除
し
て
い
る
が
、
刑
法
典
第
四
三
－

一
条
な
い
し
第
四
三
－
五
条
の
適
用
に
よ
っ
て
言
渡
さ
れ
る
代
替
刑
に
は

執
行
猶
予
を
認
め
て
い
る
現
行
規
定
に
対
し
て
、
広
げ
ら
れ
た
。
反
対
に
、

刑
事
訴
訟
法
典
第
七
三
四
－
一
条
の
規
定
は
、
執
行
猶
予
を
伴
う
こ
と
が

で
き
る
拘
禁
刑
の
上
限
を
定
め
て
い
な
い
。

　
元
老
院
は
、
本
条
第
一
項
に
つ
い
て
、
先
に
行
っ
た
決
定
の
帰
結
と
し

て
、
日
数
罰
金
に
言
及
し
て
い
る
。
本
委
員
会
は
、
軽
罪
の
罰
金
に
関
す

る
言
及
に
戻
す
よ
う
提
案
す
る
（
修
正
案
第
一
〇
九
号
）
。

1
第
一
三
二
－
二
九
条
第
二
項
は
、
被
告
人
が
行
為
の
前
五
年
以
内
に
懲

役
ま
た
は
拘
禁
刑
以
外
の
刑
の
言
渡
し
を
受
け
た
と
き
に
、
拘
禁
刑
に
つ

い
て
の
み
執
行
猶
予
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
る
。
こ
こ
で
重
要

な
の
は
、
執
行
猶
予
を
伴
う
権
利
剥
奪
刑
を
重
ね
て
言
渡
さ
れ
る
こ
と
や

補
充
刑
と
し
て
言
渡
さ
れ
る
刑
を
重
ね
て
言
渡
さ
れ
る
の
を
避
け
る
こ
と

で
あ
る
。

1
第
一
三
二
－
二
九
条
第
三
項
は
、
裁
判
所
が
、
五
年
の
限
度
で
期
間
を

定
め
る
部
分
に
つ
い
て
の
み
、
執
行
猶
予
を
拘
禁
刑
に
適
用
す
る
こ
と
を

決
定
で
き
る
の
を
確
認
す
る
。
反
対
に
、
罰
金
刑
の
部
分
的
執
行
猶
予
を

言
渡
す
可
能
性
は
、
本
法
案
で
は
維
持
さ
れ
な
か
っ
た
。

一
二
二
〔
第
二
一
三
－
三
〇
条
　
法
人
に
適
用
す
る
単
純
執
行
猶
予
〕
　
本

条
は
、
法
人
に
対
し
て
言
渡
さ
れ
る
こ
と
の
で
き
る
重
罪
お
よ
び
軽
罪
に

つ
い
て
の
一
定
の
刑
に
、
単
純
執
行
猶
予
に
関
す
る
規
定
を
適
用
で
き
る

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
罰
金
刑
を
除
い
て
、
単
純
執
行
猶
予
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

第
二
一
二
ー
三
七
条
に
列
挙
す
る
個
別
の
刑
の
う
ち
つ
ぎ
の
四
つ
の
も

の
、
す
な
わ
ち
、
活
動
の
禁
止
（
第
二
号
）
、
公
契
約
か
ら
の
排
除
（
第
五

号
）
、
資
金
公
募
の
禁
止
（
第
六
号
）
お
よ
び
引
受
人
ま
た
は
裏
書
人
に
対

す
る
振
出
人
に
よ
る
資
金
の
取
戻
し
を
認
め
る
も
の
を
除
く
、
小
切
手
発

行
の
禁
止
（
第
七
号
）
で
あ
る
。

　
元
老
院
は
、
第
ニ
ニ
一
⊥
二
七
条
に
つ
い
て
採
択
し
た
新
し
い
案
文
を

考
慮
し
て
、
本
条
の
原
案
の
規
定
を
形
式
的
に
変
更
し
た
（
い
く
つ
か
の
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項
を
削
除
し
た
）
。

　
本
委
員
会
は
、
第
一
三
一
ー
三
七
条
に
つ
い
て
原
案
の
規
定
に
戻
し
た

の
で
、
第
一
三
二
⊥
二
〇
条
に
つ
い
て
も
原
案
の
規
定
に
戻
す
本
報
告
者

の
修
正
案
を
採
択
し
た
（
修
正
案
第
一
一
〇
号
）
。

一
二
一
一
一
〔
第
二
一
三
⊥
一
二
条
　
違
警
罪
に
お
け
る
執
行
猶
予
の
許
可
要

件
〕
　
自
然
人
に
関
し
て
、
第
一
三
二
⊥
一
二
条
第
一
項
は
、
こ
れ
に
つ

い
て
元
老
院
は
条
文
編
成
上
の
修
正
を
加
え
た
が
、
違
警
罪
に
お
い
て
、

被
告
人
が
行
為
の
前
五
年
以
内
に
普
通
法
上
の
重
罪
ま
た
は
軽
罪
に
つ
い

て
懲
役
ま
た
は
拘
禁
刑
の
言
渡
し
を
受
け
て
い
な
い
と
き
に
、
単
純
執
行

猶
予
を
言
渡
す
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
し
て
い
る
。
執
行
猶
予
の
許
可
要

件
は
、
し
た
が
っ
て
、
重
罪
に
お
い
て
も
軽
罪
に
お
い
て
も
同
一
で
あ
る
。

注
意
し
た
い
の
は
、
以
前
に
違
警
罪
の
刑
の
言
渡
し
を
受
け
た
こ
と
が
単

純
執
行
猶
予
の
許
可
を
排
除
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
法
人
に
関
し
て
、
同
じ
く
五
年
以
内
に
一
〇
万
フ
ラ
ン
を
超
え
る
額

－
元
老
院
は
本
法
案
に
定
め
る
罰
金
の
額
を
す
べ
て
半
減
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
か
ら
こ
れ
を
五
万
フ
ラ
ン
に
減
じ
た
ー
の
罰
金
の
言
渡
し
を

受
け
て
い
な
い
場
合
に
、
単
純
執
行
猶
予
を
言
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。
本

委
員
会
は
、
本
法
案
に
定
め
る
額
に
戻
す
本
報
告
者
の
修
正
案
を
採
択
し

た
（
修
正
案
第
一
一
一
号
）
。

［
二
四
〔
第
一
三
二
－
三
二
条
　
単
純
執
行
猶
予
を
伴
う
こ
と
の
で
き
る

違
警
罪
の
刑
〕
　
本
条
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
元
老
院
が
も
っ
と
明
快
な
案

文
を
つ
く
っ
た
の
で
あ
る
が
、
第
一
項
に
お
い
て
、
次
の
場
合
に
自
然
人

に
つ
い
て
執
行
猶
予
を
適
用
で
き
る
と
規
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、

1
没
収
を
除
き
、
第
コ
三
－
一
四
条
に
列
挙
す
る
権
利
剥
奪
刑
ま
た
は

権
利
制
限
刑
。
第
五
級
違
警
罪
に
つ
い
て
の
罰
金
に
代
わ
る
代
替
刑
と
し

て
言
渡
さ
れ
る
、
運
転
免
許
の
停
止
、
車
両
の
使
用
禁
止
［
凍
結
］
、
狩
猟

免
許
の
取
消
、
小
切
手
発
行
の
禁
止
も
同
様
で
あ
る
。

1
第
二
二
一
ー
一
六
条
第
一
号
、
第
二
号
お
よ
び
第
三
号
な
ら
び
に
第
一

三
一
ー
一
七
条
に
定
め
る
補
充
刑
。
運
転
免
許
の
停
止
も
し
く
は
取
消
、

武
器
所
持
の
禁
止
ま
た
は
狩
猟
免
許
の
取
消
な
ら
び
に
小
切
手
発
行
の
禁

止
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

1
第
五
級
違
警
罪
に
つ
い
て
言
渡
さ
れ
る
罰
金
。
現
行
と
同
じ
く
、
最
も

重
い
違
警
罪
に
つ
い
て
言
渡
さ
れ
る
罰
金
の
み
が
、
執
行
猶
予
を
付
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
実
際
上
の
理
由
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
と
し
て
も
、
こ

の
解
決
方
法
に
は
異
論
が
あ
り
う
る
と
思
わ
れ
る
。

　
法
人
に
関
し
て
、
第
一
三
二
－
二
二
条
第
二
項
は
、
元
老
院
で
採
択
さ

れ
た
案
文
に
よ
れ
ば
、
次
の
場
合
に
単
純
執
行
猶
予
を
適
用
で
き
る
。
す

な
わ
ち
、

1
没
収
お
よ
び
判
決
の
掲
示
を
除
い
て
、
第
コ
三
－
四
〇
条
お
よ
び
第

＝
三
－
四
一
条
に
定
め
る
刑
。
す
な
わ
ち
、
代
替
刑
ま
た
は
補
充
刑
と

し
て
言
渡
さ
れ
る
小
切
手
発
行
の
禁
止
が
こ
れ
で
あ
る
。

ー
第
五
級
違
警
罪
に
つ
い
て
言
渡
さ
れ
る
罰
金
。

　
本
条
に
つ
い
て
、
本
委
員
会
は
本
報
告
者
の
条
文
編
成
上
の
性
格
を
も

つ
二
つ
の
修
正
案
（
修
正
案
第
一
一
二
号
お
よ
び
第
一
一
三
号
）
を
採
択

し
た
。

　
　
　
第
2
　
単
純
執
行
猶
予
の
効
果

一
二
五
〔
第
一
三
二
－
三
三
条
　
五
年
経
過
後
に
お
け
る
有
罪
判
決
の
失

効
〕
　
本
条
は
、
現
行
の
規
則
を
確
認
し
た
う
え
で
、
有
罪
判
決
の
あ
っ
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た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
以
内
に
執
行
猶
予
を
伴
わ
な
い
新
た
な
有
罪
判

決
1
こ
れ
が
あ
れ
ば
執
行
猶
予
の
取
消
と
な
る
ー
を
も
た
ら
す
普
通

法
上
の
重
罪
ま
た
は
軽
罪
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
に
、
重
罪
ま
た
は
軽
罪

に
つ
い
て
の
有
罪
判
決
は
な
か
っ
た
こ
と
に
み
な
さ
れ
る
と
規
定
す
る
。

　
本
委
員
会
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ブ
ラ
ン
エ
ス
氏
の
条
文
編
成
上
の
修
正
案

を
否
決
し
た
の
ち
に
、
本
条
を
修
正
な
し
に
採
択
し
た
。

一
二
六
〔
第
二
二
二
⊥
二
四
条
　
単
純
執
行
猶
予
の
取
消
〕
　
第
一
三
二

⊥
二
四
条
第
一
項
に
よ
れ
ば
、
新
た
に
拘
禁
刑
ま
た
は
懲
役
の
言
渡
し
を

受
け
た
場
合
は
す
べ
て
、
ど
の
よ
う
な
刑
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
て
も
、
執

行
猶
予
は
取
消
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
拘
禁
刑
の
言
渡
し
に
よ
っ
て
、

拘
禁
刑
、
罰
金
、
権
利
剥
奪
刑
、
権
利
制
限
刑
ま
た
は
補
充
刑
に
つ
い
て

執
行
猶
予
が
付
さ
れ
て
い
て
も
、
以
前
に
な
さ
れ
た
執
行
猶
予
は
す
べ
て

取
消
さ
れ
る
。

　
類
似
の
原
則
は
現
在
で
も
刑
事
訴
訟
法
典
第
七
三
五
条
に
よ
っ
て
罰
金

刑
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
一
般
化
す
る
こ
と
は
、
単
純
執

行
猶
予
の
適
用
範
囲
を
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。

　
第
一
三
二
⊥
一
西
条
第
二
項
は
、
自
然
人
ま
た
は
法
人
に
対
し
て
新
た

に
拘
禁
刑
ま
た
は
懲
役
以
外
の
刑
を
言
渡
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
拘
禁
刑
ま

た
は
懲
役
以
外
の
刑
に
伴
っ
て
以
前
に
与
え
ら
れ
た
執
行
猶
予
は
取
消
さ

れ
る
こ
と
を
規
定
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
拘
禁
刑
以
外
の
制
裁
を
新
た

に
言
渡
す
こ
と
は
、
拘
禁
刑
以
外
の
刑
に
つ
い
て
す
で
に
与
え
ら
れ
て
い

た
執
行
猶
予
の
み
を
取
消
す
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
有
罪
判

決
を
受
け
た
者
に
と
っ
て
有
利
な
原
則
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
拘
禁
刑
に

伴
う
執
行
猶
予
は
、
代
替
刑
ま
た
は
罰
金
刑
の
言
渡
し
と
い
う
事
実
に
よ

っ
て
は
取
消
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
本
条
に
つ
い
て
、
本
委
員
会
は
、
執
行
猶
予
の
取
消
に
つ
い
て
理
由
を

付
し
た
特
別
の
決
定
を
要
求
す
る
ジ
ル
ベ
ー
ル
ニ
・
、
レ
氏
の
修
正
案
を
否

決
し
た
。

一
二
七
〔
第
二
壬
丁
三
五
条
違
警
罪
に
お
け
る
有
罪
判
決
の
失
効
〕

　
本
条
は
、
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
が
執
行
猶
予
を
伴
わ
な
い
有
罪
判
決

を
さ
ら
に
受
け
、
［
す
で
に
言
渡
さ
れ
て
い
た
執
行
猶
予
の
］
取
消
を
も
た

ら
す
普
通
法
上
の
重
罪
も
し
く
は
軽
罪
ま
た
は
第
五
級
の
違
警
罪
を
行
っ

た
の
で
は
な
い
場
合
に
、
違
警
罪
に
つ
い
て
単
純
執
行
猶
予
が
付
い
た
有

罪
判
決
が
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
期
間
を
二
年
と
定
め
た
。
注
意

し
た
い
の
は
、
こ
の
二
年
の
期
間
の
設
定
が
新
機
軸
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
本
委
員
会
は
、
本
条
を
修
正
な
し
に
採
択
し
た
。

一
二
八
〔
第
一
三
二
⊥
三
ハ
条
　
執
行
猶
予
の
取
消
の
効
果
お
よ
び
有
罪

判
決
を
受
け
る
者
に
つ
い
て
裁
判
所
が
取
消
を
免
除
す
る
可
能
性
〕
　
本

条
は
、
大
筋
に
お
い
て
、
刑
事
訴
訟
法
典
第
七
三
五
条
第
二
項
に
掲
げ
る

規
程
を
取
り
入
れ
た
。

　
本
条
は
、
ま
ず
、
単
純
執
行
猶
予
の
取
消
の
場
合
に
、
前
刑
が
、
後
刑

に
吸
収
さ
れ
る
こ
と
な
く
執
行
さ
れ
る
と
規
定
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
二

つ
の
刑
が
あ
い
つ
い
で
執
行
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
本
条
は
、
理
由
を
付
し
た
特
別
の
判
決
に
お
い
て
、
言
渡
す
有

罪
判
決
が
、
す
で
に
与
え
ら
れ
た
執
行
猶
予
を
取
消
す
こ
と
が
な
い
こ
と
、

ま
た
は
裁
判
所
の
定
め
る
期
間
に
つ
い
て
部
分
的
に
の
み
取
消
さ
れ
る
こ

と
を
裁
判
所
は
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
行
と
同
じ
く
、

有
罪
判
決
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
単
純
執
行
猶
予
の
取
消
を
面
除
す
る
に
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は
、
裁
判
所
の
明
示
的
な
判
決
が
必
要
と
な
り
、
免
除
に
つ
い
て
裁
判
官

が
沈
黙
し
て
い
る
場
合
に
は
、
当
然
に
取
消
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
次
の
場
合
に
、
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
が
後
に
、
裁
判
所
に
対
し
て

執
行
猶
予
取
消
の
免
除
を
請
求
す
る
可
能
性
は
残
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
有
罪
判
決
に
お
い
て
、
免
除
に
つ
い
て
明
示
的
に
判
断
さ
れ
て
い
な

い
場
合
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
手
続
き
に
関
す
る
規
定
が
第
一
三
二
ー
三

六
条
に
は
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
刑
事
訴
訟
法
典
に
規
定

す
る
方
が
好
ま
し
い
か
ら
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
第
二
一
三
⊥
二
六
条
は
、
一
九
七
八
年
草
案
お
よ
び
一
九
八

三
年
草
案
に
お
い
て
刑
法
典
改
正
委
員
会
が
提
案
し
た
よ
う
に
、
裁
判
所

が
取
消
の
免
除
の
効
果
を
す
で
に
与
え
ら
れ
て
い
た
執
行
猶
予
の
一
ま
た

は
数
個
の
み
に
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
し
て
い
る
。

　
本
条
に
つ
い
て
、
ジ
ャ
ッ
タ
・
ト
ゥ
ボ
ン
氏
は
、
連
続
し
て
執
行
猶
予

が
つ
け
ら
れ
る
こ
と
を
避
け
る
こ
と
を
狙
い
と
す
る
修
正
案
を
提
出
し

た
。
こ
の
懸
念
は
単
純
執
行
猶
予
に
つ
い
て
は
す
で
に
第
一
三
二
ー
二
八

条
の
案
文
で
部
分
的
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
言
す
る
本
報
告
者
の

意
見
陳
述
の
後
に
、
本
委
員
会
は
、
こ
の
修
正
案
を
否
決
し
た
。

閑
二
九
〔
第
一
三
二
－
三
七
条
　
部
分
的
執
行
猶
予
の
効
果
〕
　
刑
事
訴

訟
法
典
第
七
三
五
条
第
二
項
の
規
定
を
取
り
入
れ
て
、
本
条
は
、
刑
の
一

部
に
つ
い
て
の
み
執
行
猶
予
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
執

行
猶
予
の
取
消
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
と
き
に
は
、
有
罪
判
決
が
そ
の
す

べ
て
の
要
素
に
つ
い
て
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
と
規
定
す
る
。
こ

の
場
合
、
執
行
猶
予
を
付
け
ら
れ
て
い
な
い
罰
金
ま
た
は
罰
金
の
一
部
は
、

支
払
義
務
を
免
れ
な
い
。

　
元
老
院
は
、
本
条
に
つ
い
て
、
日
数
罰
金
に
関
す
る
首
尾
一
貫
し
た
修

正
案
を
採
択
し
た
。
本
委
員
会
は
、
本
委
員
会
の
先
に
行
っ
た
決
定
を
考

慮
し
て
、
本
法
案
の
原
案
に
復
す
る
よ
う
提
案
す
る
（
修
正
案
第
一
一
四

号
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
学
部
教
授
　
新
倉
修
）

　
　
第
四
款
　
保
護
観
察
付
き
執
行
猶
予

　
　
　
第
1
　
保
護
観
察
付
き
執
行
猶
予
の
許
可
要
件

＝
二
〇
〔
第
二
一
三
⊥
二
八
条
　
保
護
観
察
付
き
執
行
猶
予
の
言
渡
し
〕

　
保
護
観
察
付
き
執
行
猶
予
は
、
一
九
五
九
年
の
刑
事
訴
訟
法
典
に
よ
っ

て
フ
ラ
ン
ス
法
に
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
制
度
は
英
米
法
の
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
着
想
を
得
て
い
る
が
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
有
罪
判
決
の
前
に
実
施

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
有
罪
判
決
を
受
け

た
者
に
保
護
観
察
を
課
す
支
え
と
し
て
刑
の
執
行
猶
予
が
用
い
ら
れ
て
い

る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

　
保
護
観
察
は
、
当
然
に
適
用
さ
れ
る
監
督
処
分
お
よ
び
援
助
処
分
、
な

ら
び
に
、
裁
判
所
ま
た
は
刑
罰
適
用
判
事
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
現
行
法

で
は
刑
事
訴
訟
法
典
の
規
則
の
部
に
あ
る
一
覧
表
か
ら
選
択
さ
れ
る
と
こ

ろ
の
、
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
各
人
に
対
す
る
特
別
義
務
か
ら
な
る
。

　
第
一
三
二
⊥
一
天
条
に
よ
れ
ば
、
拘
禁
刑
を
言
渡
す
裁
判
所
は
1
以

下
の
各
条
に
定
め
る
要
件
に
従
っ
て
ー
、
有
罪
を
言
渡
さ
れ
た
自
然
人

を
保
護
観
察
に
付
し
て
、
刑
の
執
行
猶
予
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
刑
事
訴
訟
法
典
第
七
四
七
条
の
規
定
を
取
り
入
れ
、
本
条
は
さ
ら
に
、

裁
判
長
が
、
執
行
猶
予
を
付
し
た
拘
禁
刑
を
言
渡
し
た
後
に
、
保
護
観
察
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期
間
中
に
新
た
に
犯
罪
を
行
い
有
罪
判
決
を
受
け
た
場
合
に
生
じ
る
結
果

に
つ
い
て
、
ま
た
は
、
そ
の
者
に
課
せ
ら
れ
た
義
務
の
不
履
行
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
る
結
果
に
つ
い
て
、
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
に
対
し
て
告
知

す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
元
老
院
は
、
こ
の
告
知
は
、
有
罪
判
決
を

受
け
た
者
が
在
廷
し
て
い
な
け
れ
ば
行
え
な
い
と
規
定
し
た
。
ま
た
同
様

に
、
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
は
、
満
足
す
べ
き
行
状
を
保
持
す
る
場
合
に

は
、
有
罪
判
決
が
な
か
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
告
知

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
本
委
員
会
は
、
本
条
を
、
元
老
院
の
法
案
通
り
採
択
し
た
。

＝
一
＝
〔
第
一
三
二
－
三
八
－
一
条
保
護
観
察
付
き
執
行
猶
予
の
許
可

要
件
〕
　
元
老
院
法
務
委
員
会
の
発
議
に
よ
り
、
元
老
院
は
、
有
罪
判
決

を
受
け
た
者
が
、
行
為
の
前
五
年
以
内
に
、
普
通
法
上
の
重
罪
ま
た
は
軽

罪
に
つ
い
て
懲
役
ま
た
は
拘
禁
刑
を
二
度
言
渡
さ
れ
て
い
る
場
合
、
保
護

観
察
付
き
執
行
猶
予
の
言
渡
し
を
認
め
な
い
、
と
い
う
保
護
観
察
付
き
執

行
猶
予
の
許
可
に
対
す
る
制
限
的
要
件
を
設
け
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
、
本
報
告
者
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
残
念
な
が
ら
、
後
退
し
て

い
る
点
が
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
保
護
観
察
付
き
執
行
猶
予
を
認
め
る

に
際
し
て
犯
罪
者
の
前
科
に
関
す
る
要
件
を
廃
止
し
た
の
は
、
一
九
七
五

年
七
月
一
一
日
の
法
律
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
以
前
に
お
い
て
は
、

被
告
人
が
す
で
に
一
年
を
超
え
る
拘
禁
刑
の
言
渡
し
を
受
け
て
い
た
場
合

ま
た
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ニ
カ
月
を
超
え
る
拘
禁
刑
を
二
度
言
渡
さ
れ
て
い

る
場
合
、
執
行
猶
予
を
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
続
い
て
、
一
九
八
一
年
二
月
二
日
の
い
わ
ゆ
る
「
安
全
と
自
由
法
」
は
、

い
か
な
る
先
の
有
罪
判
決
も
保
護
観
察
付
き
執
行
猶
予
の
言
渡
し
を
妨
げ

な
い
と
す
る
原
則
に
ひ
と
つ
の
例
外
を
も
た
ら
し
た
。
す
な
わ
ち
、
同
法

は
、
暴
力
犯
罪
に
対
し
て
、
そ
の
者
が
暴
力
犯
罪
で
五
年
以
内
に
一
カ
月

以
上
の
拘
禁
刑
で
有
罪
判
決
を
言
渡
さ
れ
た
場
合
、
保
護
観
察
付
き
執
行

猶
予
は
認
め
ら
れ
な
い
と
規
定
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
刑
の
個
別
化
の
原
則
の
重
大
な
妨
げ
に

な
る
と
痛
烈
に
批
判
さ
れ
、
幸
い
に
も
、
一
九
八
三
年
六
月
一
〇
日
の
法

律
で
廃
止
さ
れ
た
。

　
制
限
的
な
許
可
要
件
が
単
純
執
行
猶
予
に
つ
い
て
は
正
当
化
さ
れ
る
の

と
同
様
に
、
裁
判
所
は
、
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
に
対
す
る
監
督
処
分
お

よ
び
援
助
処
分
を
も
た
ら
す
制
度
［
保
護
観
察
付
き
執
行
猶
予
の
こ
と
1

訳
者
註
］
を
適
用
す
る
た
め
に
は
、
一
切
の
裁
量
権
を
保
持
し
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
本
委
員
会
は
、
ひ
と
つ
は
本
報
告
者
に
よ
っ
て
、
も
う
ひ
と
つ
は
フ
ラ

ン
ソ
ワ
・
ア
サ
ン
シ
氏
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
、
元
老
院
に
よ
っ
て
付
け

加
え
ら
れ
た
追
加
規
定
を
削
除
す
る
と
い
う
、
同
一
内
容
の
二
つ
の
修
正

案
を
採
択
し
た
（
修
正
案
第
一
一
五
号
）
。

二
一
＝
一
〔
第
二
二
二
－
三
九
条
　
保
護
観
察
付
き
執
行
猶
予
を
適
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
有
罪
判
決
〕
　
本
条
に
よ
れ
ば
、
保
護
観
察
付
き
執
行
猶

予
は
、
普
通
法
上
の
重
罪
ま
た
は
軽
罪
に
つ
い
て
、
五
年
以
下
の
拘
禁
刑

を
言
渡
す
有
罪
判
決
に
対
し
て
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
言
渡
さ
れ
る

刑
の
刑
期
に
関
す
る
こ
の
要
件
は
、
現
行
刑
事
訴
訟
法
典
第
七
三
八
条
で

は
要
求
さ
れ
て
は
い
な
い
。
比
較
的
長
い
刑
罰
に
執
行
猶
予
を
認
め
る
こ

と
は
適
当
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
要
件
は
正
当
で
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
最
近
国
会
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
規
定
で
は
、
保
護
観
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察
制
度
を
適
用
し
う
る
最
長
の
刑
期
は
五
年
か
ら
三
年
に
短
縮
さ
れ
て
い

る
。　
さ
ら
に
、
第
二
一
三
⊥
二
九
条
は
、
裁
判
所
が
仮
執
行
を
言
渡
さ
な
か

っ
た
場
合
、
有
罪
判
決
が
執
行
可
能
に
な
っ
た
日
以
降
に
保
護
観
察
を
適

用
で
き
る
と
規
定
し
て
い
る
。

　
本
委
員
会
は
、
修
正
す
る
こ
と
な
く
、
本
条
を
採
択
し
た
。

＝
一
一
三
〔
第
一
三
二
－
四
〇
条
　
保
護
観
察
の
期
問
お
よ
び
一
部
執
行
猶

予
〕
　
本
条
の
第
一
項
は
、
法
案
の
最
初
の
案
で
は
、
裁
判
所
に
よ
っ
て

定
め
ら
れ
る
保
護
観
察
期
間
を
、
二
年
以
上
五
年
以
下
と
規
定
し
て
い
た
。

最
近
国
会
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
、
先
述
の
一
九
八
九
年
七
月
六
日
の
法

律
第
一
九
条
に
定
め
ら
れ
た
規
定
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
元
老

院
は
、
保
護
観
察
の
最
短
期
間
を
（
現
行
の
三
年
に
か
え
て
）
一
八
カ
月

に
、
最
長
期
問
を
（
五
年
に
か
え
て
）
三
年
に
短
縮
し
た
。
ま
た
、
保
護

観
察
期
間
の
短
縮
は
、
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
が
課
せ
ら
れ
る
義
務
を
刑

罰
適
用
判
事
お
よ
び
保
護
観
察
委
員
会
が
一
層
徹
底
し
て
監
督
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
決
定
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
想
起
し
よ
う
。

　
第
一
三
二
－
四
〇
条
第
二
項
は
、
裁
判
所
に
対
し
て
、
裁
判
所
が
定
め

る
拘
禁
刑
の
刑
期
の
一
部
に
つ
い
て
の
み
執
行
猶
予
を
適
用
す
る
こ
と
を

決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
限
を
与
え
る
と
い
う
点
を
維
持
し
て
い
る
。

　
本
条
に
関
し
て
、
本
委
員
会
は
、
保
護
観
察
に
対
す
る
最
短
期
間
を
削

除
し
よ
う
と
す
る
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ア
サ
ン
シ
氏
の
修
正
案
を
否
決
し
た
。

　
　
　
第
2
　
保
護
観
察
の
執
行
制
度

＝
二
四
〔
第
二
三
丁
四
一
条
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
の
義
務
〕
　
本

条
は
、
保
護
観
察
期
間
中
、
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
は
、
決
め
ら
れ
た
統

制
処
分
お
よ
び
そ
の
者
に
特
に
課
さ
れ
る
特
別
義
務
の
処
分
に
従
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
す
る
。
さ
ら
に
、
本
条
は
、
有
罪
判
決
を
受
け
た

者
が
、
再
社
会
化
（
お
色
錺
器
目
2
訂
8
巨
）
を
奨
励
す
る
た
め
の
援
助

処
分
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
す
る
。
現
行
規
定
で
は
、
刑
事
訴

訟
法
典
第
R
五
七
条
が
、
援
助
処
分
は
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
の
社
会
復

帰
（
邑
冨
①
註
2
ω
8
巨
Φ
）
を
奨
励
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
と
規
定
し

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。

　
さ
ら
に
、
第
一
三
二
－
四
一
条
二
項
は
、
統
制
処
分
お
よ
び
特
別
義
務

は
、
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
が
刑
事
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
問
、
適
用

を
中
止
さ
れ
、
同
様
に
、
保
護
観
察
期
間
も
中
断
さ
れ
る
と
規
定
す
る
。

ま
た
、
保
護
観
察
期
間
は
、
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
が
国
民
役
務
に
つ
い

て
い
る
間
も
中
断
さ
れ
る
。

　
本
条
に
関
し
て
、
本
委
員
会
は
、
刑
罰
適
用
判
事
の
権
限
に
関
し
て
フ

ラ
ン
ソ
ワ
・
ア
サ
ン
シ
氏
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
二
つ
の
修
正
案
を
否
決

し
た
。
ニ
ニ
五
〔
第
二
二
二
－
四
二
条
統
制
処
分
〕
　
第
一
三
二
－
四
二
条
は
、

統
制
処
分
と
い
う
名
称
で
、
刑
事
訴
訟
法
典
第
R
五
六
条
に
規
定
さ
れ
た

監
督
処
分
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
本
法
案
で
は
、
刑
法
典
の
本
文
中
に
統

制
処
分
に
関
す
る
規
定
を
組
み
込
ん
だ
点
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
に
課
さ
れ
る
特
別
義
務
に
関
し
て
も
、
現
行

法
で
は
、
刑
事
訴
訟
法
典
の
規
則
の
部
分
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
同
様

に
、
刑
法
典
の
中
に
規
定
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
保
護
観
察
の
内
容

自
体
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
論
理
一
貫
し

た
解
決
が
重
要
で
あ
る
。
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有
罪
判
決
を
受
け
た
者
が
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
統
制
処
分
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

一
　
刑
罰
適
用
判
事
ま
た
は
保
護
観
察
官
の
召
喚
に
応
じ
る
こ
と
。
こ
の

処
分
は
現
行
法
で
は
刑
事
訴
訟
法
典
第
R
五
六
条
一
号
に
規
定
さ
れ
て
い

る
。二
　
保
護
観
察
官
の
訪
問
を
受
け
、
有
用
な
情
報
お
よ
び
資
料
を
保
護
観

察
官
に
伝
達
す
る
こ
と
（
刑
事
訴
訟
法
典
第
R
五
六
条
二
号
参
照
）
。

三
　
保
護
観
察
官
に
職
業
の
変
更
を
あ
ら
か
じ
め
通
知
す
る
こ
と
（
刑
事

訴
訟
法
典
第
R
五
六
条
三
号
参
照
）

四
　
保
護
観
察
官
に
住
所
の
変
更
お
よ
び
一
五
日
を
超
え
る
外
出
を
あ
ら

か
じ
め
通
知
す
る
こ
と
（
刑
事
訴
訟
法
典
第
R
五
六
条
四
号
参
照
）
。

五
　
す
べ
て
の
外
国
旅
行
に
つ
き
、
な
ら
び
に
、
義
務
履
行
の
障
害
に
な

る
性
質
を
有
す
る
職
業
ま
た
は
住
所
の
一
切
の
変
更
に
つ
き
、
刑
罰
適
用

判
事
の
事
前
の
許
可
を
得
る
こ
と
（
刑
事
訴
訟
法
典
第
R
五
六
条
第
五
号

お
よ
び
第
六
号
参
照
）
。

　
本
委
員
会
は
、
修
正
す
る
こ
と
な
く
、
本
条
を
採
択
し
た
。

＝
一
一
六
〔
第
二
一
三
－
四
三
条
　
特
別
義
務
〕
　
本
条
は
、
判
決
裁
判
所

が
、
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
に
対
し
て
、
特
に
課
す
こ
と
が
で
き
る
特
別

義
務
の
内
容
を
定
め
る
。
元
老
院
は
、
刑
事
訴
訟
法
典
の
中
で
刑
罰
適
用

判
事
に
重
要
な
役
割
を
与
え
て
い
る
諸
規
定
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
刑
罰
適
用
判
事
が
同
様
に
こ
の
義
務
を
課
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を

明
確
に
し
た
。

　
本
条
に
掲
げ
ら
れ
た
一
覧
表
は
、
主
と
し
て
刑
事
訴
訟
法
典
第
R
五
八

条
の
規
定
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
制
限
列
挙
で
あ
り
、

裁
判
官
は
規
定
さ
れ
た
義
務
以
外
の
義
務
を
課
す
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と

を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
特
別
義
務
と
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
　
職
業
活
動
を
遂
行
す
る
こ
と
、
ま
た
は
学
科
教
育
も
し
く
は
職
業
訓

練
を
受
け
る
こ
と
（
刑
事
訴
訟
法
典
第
R
五
八
条
三
号
参
照
）
。

二
　
一
定
の
場
所
に
住
所
を
定
め
る
こ
と
（
刑
事
訴
訟
法
典
第
R
五
八
条

第
一
号
参
照
）
。

三
　
医
療
検
査
、
治
療
ま
た
は
看
護
の
処
分
に
服
す
る
こ
と
、
お
よ
び
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
病
院
収
容
の
制
度
に
服
す
る
こ
と
（
刑
事
訴
訟
法
典

第
R
五
八
条
第
四
号
参
照
）
。

四
　
家
計
を
分
担
し
、
ま
た
は
、
彼
が
支
払
う
べ
き
扶
養
費
を
定
期
的
に

支
払
っ
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
（
刑
事
訴
訟
法
典
第
R
五
八
条
第

五
号
参
照
）
。

五
　
犯
罪
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
に
対
し
て
、
民
事
訴
訟
に
つ
い
て
裁
判

が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
自
己
の
負
担
能
力
に
応
じ
て
、
そ
の
全
部
ま

た
は
一
部
を
賠
償
す
る
こ
と
。
第
R
五
八
条
第
六
号
は
、
単
に
、
被
害
者

ま
た
は
賠
償
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
「
支
払
う
べ
き
」
費
用
の
み

を
対
象
と
し
て
い
る
点
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。

五
ー
二
（
新
）
　
有
罪
判
決
に
よ
っ
て
国
庫
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
た
金

額
に
対
し
て
、
自
己
の
負
担
能
力
に
応
じ
た
支
払
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を

証
明
す
る
こ
と
。
こ
の
規
定
は
、
刑
事
訴
訟
法
典
第
R
五
八
条
七
号
に
み

ら
れ
る
。
本
委
員
会
は
、
法
案
に
同
規
定
を
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
ジ
ャ

ン
ー
ー
ジ
ャ
ッ
ク
・
イ
エ
氏
の
修
正
案
を
採
択
し
た
（
修
正
案
第
一
一
六
号
）
。

六
　
一
定
の
車
両
を
運
転
し
な
い
こ
と
（
刑
事
訴
訟
法
典
第
R
五
八
条
第
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八
号
参
照
）
。

七
　
犯
罪
を
行
う
に
当
た
り
従
事
し
て
い
た
職
業
活
動
ま
た
は
犯
罪
が
行

わ
れ
た
際
に
従
事
し
て
い
た
職
業
活
動
に
従
事
し
な
い
こ
と
。
こ
れ
は
新

規
定
で
あ
る
。

八
　
特
に
指
定
さ
れ
た
一
切
の
場
所
へ
の
出
入
り
を
行
わ
な
い
こ
と
（
刑

事
訴
訟
法
典
第
R
五
八
条
第
二
号
参
照
）
。

九
賭
事
、
特
に
競
馬
施
設
に
お
け
る
賭
事
に
関
与
し
な
い
こ
と
（
刑
事

訴
訟
法
典
第
R
五
八
条
第
九
号
参
照
）

九
－
二
（
新
）
　
酒
類
販
売
店
に
足
繁
く
通
わ
な
い
こ
と
、
お
よ
び
、
ア

ル
コ
ー
ル
飲
料
の
飲
み
過
ぎ
を
や
め
る
こ
と
。
ジ
ャ
ン
ー
ー
ジ
ャ
ッ
ク
・
イ

エ
氏
の
提
案
に
よ
り
、
本
委
員
会
は
、
刑
事
訴
訟
法
典
第
R
五
八
条
第
一

〇
号
の
規
定
を
取
り
入
れ
た
修
正
案
を
採
択
し
た
（
修
正
案
第
一
一
七

号
）
。
一
〇
　
特
に
犯
罪
の
正
犯
、
教
唆
犯
ま
た
は
共
犯
な
ど
、
有
罪
判
決
を
受

け
た
一
定
の
者
レ
．
頻
繁
に
交
際
し
な
い
こ
と
（
刑
事
訴
訟
法
典
第
R
五
八

条
第
工
号
参
振
）
。

一
一
　
特
に
犯
罪
の
被
害
者
な
ど
一
定
の
者
と
付
き
合
わ
な
い
こ
と
（
刑

事
訴
訟
法
典
第
R
五
八
条
第
一
二
号
参
照
）
。

一
二
　
武
器
を
所
持
ま
た
は
携
帯
し
な
い
こ
と
（
刑
事
訴
訟
法
典
第
R
五

八
条
第
一
三
号
参
照
）
。

＝
二
六
〔
第
一
三
二
－
四
四
条
　
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
の
再
社
会
化
の

た
め
の
援
助
処
分
〕
　
刑
事
訴
訟
法
典
第
R
五
七
条
の
規
定
を
取
り
入
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
本
条
は
、
援
助
処
分
が
、
再
社
会
化
を
目
指
し
た
有
罪

判
決
を
受
け
た
者
の
努
力
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
と
規
定
す

る
。
本
条
は
さ
ら
に
、
援
助
処
分
が
、
保
護
観
察
機
関
に
よ
っ
て
、
必
要

が
あ
れ
ば
、
一
切
の
公
的
ま
た
は
私
的
な
組
織
の
参
加
を
得
て
、
運
用
さ

れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
本
委
員
会
は
、
修
正
す
る
こ
と
な
く
、
本
条
を
採
択
し
た
。

　
　
　
第
3
　
新
た
な
犯
罪
の
場
合
に
お
け
る
保
護
観
察
付
き
執
行
猶
予

　
　
　
　
　
の
取
消

＝
二
七
〔
第
二
一
三
－
四
五
条
　
執
行
猶
予
を
取
消
す
こ
と
の
で
き
る
機

関
〕
　
本
条
は
、
次
の
場
合
に
、
保
護
観
察
付
き
執
行
猶
予
を
取
消
す
こ

と
が
で
き
る
と
規
定
す
る
。

1
第
二
二
二
－
四
六
条
に
規
定
さ
れ
た
要
件
が
あ
る
場
合
、
判
決
裁
判
所

に
よ
つ
て
。

1
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
が
、
こ
の
者
に
課
せ
ら
れ
た
統
制
処
分
お
よ
び

特
別
の
義
務
に
従
わ
な
い
場
合
、
刑
事
訴
訟
法
典
に
規
定
す
る
態
様
に
従

い
、
刑
罰
の
適
用
を
委
ね
ら
れ
た
裁
判
所
に
よ
っ
て
。
こ
の
規
定
は
新
し

い
規
定
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
刑
事
訴
訟
法
典
第
七
四
一
－
二
条
は
、
義

務
の
不
遵
守
の
場
合
に
、
刑
罰
適
用
判
事
に
対
し
て
の
み
有
罪
判
決
を
受

け
た
者
を
仮
に
収
監
す
る
権
限
を
与
え
て
い
た
が
、
軽
罪
裁
判
所
も
、
取

る
べ
き
措
置
に
つ
い
て
裁
定
す
る
た
め
に
、
上
述
の
場
合
に
た
だ
ち
に
受

理
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
本
委
員
会
は
、
修
正
す
る
こ
と
な
く
、
本
条
を
採
択
し
た
。

＝
二
八
〔
第
一
三
二
－
四
六
条
保
護
観
察
期
間
中
に
普
通
法
上
の
重
罪

お
よ
び
軽
罪
を
行
っ
た
場
合
に
お
け
る
執
行
猶
予
の
取
消
〕
　
本
条
に
よ

れ
ば
、
判
決
裁
判
所
は
、
刑
罰
適
用
判
事
の
意
見
を
聞
い
た
後
、
有
罪
判

決
を
受
け
た
者
が
、
保
護
観
察
期
問
中
に
新
た
な
普
通
法
上
の
重
罪
ま
た
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は
軽
罪
を
行
い
、
執
行
猶
予
を
伴
わ
な
い
自
由
剥
奪
刑
を
言
渡
さ
れ
た
場

合
、
先
に
認
め
ら
れ
た
執
行
猶
予
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
消
す
こ
と
が

で
き
る
。

　
現
行
規
定
（
刑
事
訴
訟
法
典
第
七
四
四
－
三
条
）
は
、
執
行
猶
予
を
伴

う
自
由
剥
奪
刑
の
言
渡
し
の
場
合
に
も
執
行
猶
予
の
取
消
を
認
め
て
い
る

点
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。
す
な
わ
ち
、
法
案
は
、
執
行
猶
予
の
取
消
の
場

合
を
制
限
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、
保
護
観
察
の
期
間
を
三
年
に

制
限
し
て
い
る
こ
と
も
、
同
様
に
、
有
罪
宣
告
を
受
け
た
者
に
有
利
で
あ

る
。
ま
た
、
保
護
観
察
付
き
執
行
猶
予
の
取
消
は
、
単
に
裁
判
所
に
与
え

ら
れ
た
権
限
で
あ
っ
て
、
一
切
義
務
的
な
性
格
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い

こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
本
条
に
つ
い
て
、
本
委
員
会
は
、
取
消
に
対
し
て
特
別
な
理
由
を
付
し

た
決
定
を
要
求
し
よ
う
と
し
た
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ア
サ
ン
シ
氏
の
修
正
案
を

否
決
し
た
。

＝
二
九
〔
第
一
三
二
－
四
七
条
　
執
行
猶
予
の
一
部
取
消
〕
　
本
条
は
、

執
行
猶
予
の
一
部
取
消
を
一
回
に
限
り
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定

し
、
ま
た
、
一
部
取
消
の
決
定
は
保
護
観
察
の
執
行
を
終
了
さ
せ
る
も
の

で
は
な
く
、
そ
の
言
渡
し
に
対
し
て
、
執
行
猶
予
を
伴
わ
な
い
有
罪
判
決

の
効
果
を
付
与
す
る
も
の
で
は
な
い
と
規
定
す
る
。
同
様
の
規
定
は
す
で

に
刑
事
訴
訟
法
典
第
七
四
二
ー
二
条
に
あ
り
、
同
条
は
、
そ
れ
に
加
え
て
、

刑
の
一
部
執
行
は
ニ
カ
月
を
超
え
ら
れ
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。
裁
判
所

に
対
し
て
よ
り
大
き
な
裁
量
権
を
与
え
る
こ
の
規
定
は
法
案
に
は
盛
り
込

ま
れ
な
か
っ
た
。

　
本
委
員
会
は
、
修
正
す
る
こ
と
な
く
、
本
条
を
採
択
し
た
。

一
四
〇
〔
第
一
三
二
－
四
八
条
　
有
罪
判
決
の
執
行
〕
　
刑
事
訴
訟
法
典

第
七
四
二
⊥
二
条
に
定
め
ら
れ
た
原
則
を
取
り
入
れ
、
本
条
は
、
裁
判
所

が
拘
禁
刑
の
全
部
の
執
行
を
命
じ
る
場
合
に
お
い
て
、
保
護
観
察
付
き
執

行
猶
予
が
同
じ
恩
典
下
に
す
で
に
言
渡
さ
れ
て
い
た
最
初
の
有
罪
判
決
の

後
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
裁
判
所
が
、
特
別
な

理
由
を
付
し
た
決
定
に
よ
っ
て
、
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
に
そ
の
執
行
の

全
部
ま
た
は
一
部
を
免
除
す
る
の
で
な
い
と
き
は
、
最
初
の
刑
が
先
に
執

行
さ
れ
る
と
規
定
す
る
。

　
元
老
院
は
、
本
条
に
文
言
の
修
正
を
加
え
て
採
択
し
た
。

　
本
委
員
会
は
、
元
老
院
の
文
言
の
通
り
第
一
三
二
－
四
八
条
を
採
択
し

た
。一
四
一
〔
第
＝
二
二
－
四
九
条
　
執
行
猶
予
の
取
消
に
伴
う
施
設
収
容
〕

　
本
条
は
、
刑
事
訴
訟
法
典
第
七
四
二
－
四
条
に
規
定
さ
れ
た
原
則
を
維

持
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
所
が
執
行
猶
予
の
全
部
ま
た
は
一
部
の

取
消
を
命
じ
る
場
合
、
裁
判
所
は
、
仮
執
行
力
を
有
す
る
理
由
を
付
し
た

特
別
の
決
定
に
よ
っ
て
、
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
を
刑
事
施
設
に
収
容
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
本
委
員
会
は
、
修
正
す
る
こ
と
な
く
、
本
条
を
採
択
し
た
。

　
　
　
第
4
　
保
護
観
察
付
き
執
行
猶
予
の
効
果

一
四
二
〔
第
二
二
二
－
五
〇
条
　
保
護
観
察
が
成
功
し
た
場
合
の
有
罪
判

決
に
対
す
る
効
果
〕
　
本
条
は
、
第
一
項
に
お
い
て
、
保
護
観
察
付
き
執

行
猶
予
を
伴
う
有
罪
判
決
は
、
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
が
拘
禁
刑
の
全
部

の
執
行
を
命
じ
る
判
決
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
と
き
に
は
、
な
か
っ
た

も
の
と
み
な
さ
れ
る
と
規
定
す
る
。
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本
条
の
第
二
項
は
、
部
分
的
な
執
行
猶
予
の
場
合
、
執
行
猶
予
の
取
消

し
が
言
渡
さ
れ
な
か
っ
た
と
き
に
は
、
有
罪
判
決
は
そ
の
す
べ
て
の
要
素

に
お
い
て
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
と
規
定
す
る
。

　
す
な
わ
ち
、
本
条
は
、
刑
事
訴
訟
法
典
第
七
四
五
条
に
よ
っ
て
定
め
ら

れ
て
い
る
原
則
を
確
認
し
た
の
で
あ
る
。

　
元
老
院
は
、
軽
罪
裁
判
所
に
対
し
て
、
保
護
観
察
期
間
終
了
前
で
あ
っ

て
も
、
有
罪
を
宣
告
さ
れ
た
者
が
そ
の
者
に
課
せ
ら
れ
た
監
督
処
分
お
よ

び
特
別
義
務
を
充
足
し
た
な
ら
ば
、
有
罪
判
決
を
な
か
っ
た
も
の
と
す
る

こ
と
を
認
め
る
刑
事
訴
訟
法
典
第
七
四
三
条
の
規
定
を
取
り
入
れ
、
第
一

三
二
－
五
〇
条
に
新
た
な
文
言
を
付
加
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
規
定
に
つ
い
て
、
内
容
に
関
し
て
異
論
は
な
い
が
、
刑
事
訴

訟
法
典
に
お
く
方
が
よ
い
も
の
だ
か
ら
、
本
委
員
会
は
、
本
条
に
本
法
案

原
案
を
取
り
入
れ
た
本
報
告
者
の
修
正
案
を
採
択
し
た
（
修
正
案
第
二

八
号
）
。

一
四
三
〔
第
二
一
三
－
五
〇
1
一
条
　
有
罪
判
決
の
失
効
〕
　
元
老
院
に

よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
追
加
規
定
で
あ
る
本
条
は
、
完
全
に
、
刑
事
訴
訟
法

典
第
七
四
五
条
の
諸
規
定
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本

条
は
、
本
委
員
会
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
第
一
三
二
－
五
〇
条
と
重
複
し

て
し
ま
う
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
本
委
員
会
は
、
本
条
を
削
除
す
る
本
報
告
者
の
修
正
案
を

採
択
し
た
（
修
正
案
第
一
一
九
号
）
。

［
四
四
〔
第
コ
ニ
ニ
ー
五
〇
1
二
条
　
連
続
的
な
保
護
観
察
付
き
執
行
猶

予
〕
　
元
老
院
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
追
加
規
定
で
あ
る
本
条
は
、
保
護

観
察
付
き
執
行
猶
予
が
、
同
じ
恩
典
下
に
す
で
に
言
渡
さ
れ
た
最
初
の
有

罪
判
決
の
後
に
保
護
観
察
付
き
執
行
猶
予
が
与
え
ら
れ
た
場
合
に
お
け
る

そ
の
効
果
に
関
す
る
刑
事
訴
訟
法
典
第
七
四
五
i
一
条
の
規
定
を
取
り
入

れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
二
番
目
の
有
罪
判
決
が
、
法
律
に
定
め

る
要
件
お
よ
び
期
間
に
従
っ
て
、
な
か
っ
た
も
の
と
宣
告
さ
れ
ま
た
は
み

な
さ
れ
る
場
合
、
最
初
の
有
罪
判
決
も
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

　
類
似
の
規
定
が
第
一
三
二
ー
五
一
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
委

員
会
は
、
第
一
三
二
－
五
〇
i
二
条
を
削
除
す
る
と
い
う
本
報
告
者
の
修

正
案
を
採
択
し
た
（
修
正
案
第
一
二
〇
号
）
。

一
四
五
〔
第
一
三
二
－
五
一
条
　
先
行
す
る
有
罪
判
決
に
対
す
る
保
護
観

察
付
き
執
行
猶
予
を
伴
う
有
罪
判
決
の
効
果
〕
　
す
で
に
示
し
た
よ
う
に
、

本
条
は
、
保
護
観
察
付
き
執
行
猶
予
を
伴
う
有
罪
判
決
を
一
度
受
け
た
後

に
同
じ
恩
典
下
に
有
罪
判
決
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
最
初
の
有
罪
判

決
の
失
効
の
要
件
に
つ
い
て
定
め
る
刑
事
訴
訟
法
典
第
七
四
五
－
一
条
に

規
定
さ
れ
て
い
る
原
則
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
条
に
関
し
て
、
本
委
員
会
は
、
本
報
告
者
に
よ
る
一
貫
性
を
保
つ
た

め
の
修
正
案
を
採
択
し
た
（
修
正
案
第
一
二
一
号
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
白
鴎
大
学
法
学
部
専
任
講
師
　
高
内
寿
夫
）


